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第 12 回 江戸末期から明治開化の歩み

明
治
の
文
明
開
化　

農
村
で
は

　

明
治
の
文
明
開
化
は
、
風
俗
習
慣

や
衣
食
住
の
西
欧
化
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
た
。
衣
服
に
つ
い
て
見
る
と
、
明
治

三
年
ご
ろ
か
ら
洋
服
の
着
用
が
始
ま
り
、

靴
も
国
産
品
が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
コ
ウ
モ
リ
傘
の
流
行
も
こ
の

こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌
四
年

に
な
る
と
帽
子
が
流
行
し
始
め
た
。

　

食
で
は
、
明
治
三
年
に
西
洋
料
理
店

が
出
現
し
、
翌
年
に
は
ビ
ー
ル
の
飲
用

や
、
巻
煙
草
が
は
や
り
出
し
た
。
煙
草

は
キ
セ
ル
で
吸
う
刻
み
煙
草
が
常
用
さ

れ
て
い
て
、“
あ
や
め
”“
福
寿
草
”
な

ど
の
高
級
品
は
裕
福
層
が
、
庶
民
は
安

価
な
“
は
ぎ
”“
み
の
り
”
が
主
で
あ
っ

た
が
、
キ
セ
ル
・
煙
草
入
れ
は
、
そ
の

用
具
を
大
切
に
す
る
風
習
が
あ
り
、
他

人
に
ほ
め
ら
れ
た
時
な
ど
、
有
頂
天
に

な
る
ほ
ど
の
喜
び
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

巻
煙
草
の
出
現
は
、
休
憩
時
に
皆
の

前
で
吸
う
と
き
は
異
様
な
目
で
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
巻
煙
草
に
切
り
換
え
も

抵
抗
が
あ
っ
て
、
利
用
さ
れ
る
の
は
明

治
中
期
以
降
に
な
っ
て
く
る
。
例
を
示

す
と
、
明
治
三
十
二
年
八
月
に
坊
之
池

の
伊
沢
清
平
商
店
が
作
成
し
た
「
刻
・

巻
煙
草
売
上
帳
」
に
よ
る
と
、
八
月

二
十
一
日
刻
み
煙
草
の
売
上
げ
は
十
四

円
三
十
八
銭
六
厘
、
翌
二
十
二
日
巻
煙

草
は
四
種
類
で
九
十
六
銭
三
厘
の
売
上

げ
が
あ
っ
た
。
四
種
類
の
価
格
は
、ヒ
ー

ロ
ー
一
〇
個
で
二
十
七
銭
、
サ
ン
ラ
イ

ス
一
〇
個
が
三
十
二
銭
三
厘
、
親
玉
は

五
個
二
〇
銭
、
日
の
出
一
〇
個
十
七
銭

で
あ
っ
た
。
当
時
の
刻
み
煙
草
は
一
貫

二
六
〇
匁
が
三
円
九
〇
銭
六
厘
、
一
〇

匁
三
銭
強
に
当
た
り
、
巻
煙
草
の
親
玉

は
一
個
四
銭
で
あ
っ
た
か
ら
、
両
者
を

比
較
す
る
と
、
巻
煙
草
は
庶
民
が
常
用

で
き
な
い
高
値
で
あ
っ
た
。
伊
沢
商
店

の
巻
煙
草
の
売
上
げ
が
、
刻
み
煙
草
の

六
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
は
、
明
治
後
期
で

も
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

た
だ
、
散
髪
に
関
し
て
は
久
御
山

に
お
い
て
も
案
外
早
い
時
期
に
一
般
化

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

そ
れ
は
京
都
府
が
盛
ん
に
散
髪
を
奨
励

し
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
新
聞
に
、

　

総
区
長
ヨ
リ
散
髪
ニ
五
ツ
ノ
徳
ア
ル

　

ヲ
示
シ
説
諭
ア
リ
タ
リ
、
依
テ
区
長

　

ヨ
リ
戸
長
ト
順
次
申
達
シ
、
此
頃
市

　

中
一
般
大
奮
発
ニ
テ
半
髪
ヲ
散
髪
ニ

　

ス
ル
有
、
亦
坊
主
ニ
成
ル
人
ア
リ
、

　

日
ヲ
追
テ
開
化
ニ
進
ミ
タ
リ

と
、
散
髪
の
普
及
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
京
都
市
中
に
つ
い
て
の
こ
と

で
あ
る
が
、
府
の
散
髪
効
果
策
は
十
分

の
効
果
を
示
し
、久
御
山
も
同
様
で
あ
っ

た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
文
明
開
化
の
波
は
「
日
本

橋
の
開
化
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
文
明
開
化
は
あ
く
ま
で
大
都

市
を
中
心
と
す
る
一
部
上
流
階
層
に
見

ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
現

象
が
全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
及
ん
だ
わ

け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
当
時
、
国
民
全

体
の
大
多
数
を
占
め
て
い
た
農
民
た
ち

に
は
、
い
わ
ゆ
る
文
明
開
化
の
諸
現
象

は
、
容
易
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
の
が
現
実
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
当
時
の
久
御
山
に
お
い
て
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
肉
食
と
り
わ

け
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
明
治
は
お
ろ
か

昭
和
初
期
に
お
い
て
さ
え
、
日
常
的
に

食
べ
る
習
慣
は
な
く
、
盆
か
正
月
に
か

し
わ
の
す
き
焼
き
を
食
べ
る
の
が
最
高

の
馳
走
で
あ
っ
た
と
い
う
。
服
装
に
つ

い
て
も
同
様
で
、
一
部
の
裕
福
者
を
除

け
ば
、
大
正
期
に
お
い
て
も
、
か
す
り

の
着
物
に
わ
ら
草
履
と
い
う
の
が
一
般

的
で
あ
っ
た
。
ま
た
東
京
で
は
、
明
治

十
五
年
に
開
始
さ
れ
た
電
灯
の
使
用
も
、

久
御
山
に
お
い
て
は
大
正
三
年
ま
で
待

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
開
化
の
遅
れ
は
、
昭
和
三
年
八

月
に
佐
山
の
奥
村
力
蔵
が
記
し
た
「
佐

山
村
郷
土
誌
」（
佐
山
小
学
校
所
蔵
）
の

風
俗
の
項
を
見
る
と
、

　

礼
服
ハ
男
子
ハ
羽
織
袴
ヲ
以
テ
本
体

　

ト
ス
ル
ガ
、
之
ヲ
着
用
ス
ル
モ
ノ
ハ
、

　

上
流
乃な

い

至し

中
流
デ
ア
ッ
テ
、
大
概
縞

　

物
ヲ
着
用
シ
テ
袴
ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
ハ

　

稀ま
れ

デ
ア
ル
（
中
略
）
作
業
中
ニ
於
ケ

　

ル
男
子
ハ
半は

ん

纏て
ん
パ
ッ
チ
ヲ
用
ヒ
、　

　

女
子
ハ
半
パ
ッ
チ
ヲ
穿う

が
チ
、
衣
服
ヲ

　

カ
ラ
ゲ
、
巾
壱
尺
余
ノ
木
綿
縞
ヲ
腰

　

カ
ラ
大
腿
部
ニ
巻
キ
着
ケ
ル
ノ
ガ
普

　

通
デ
ア
ル

と
記
し
て
い
る
。
誠
に
奇
異
な
感
じ
が

す
る
衣
服
で
あ
る
が
、
都
会
の
女
性
が

社
会
に
進
出
し
、
そ
の
装
い
も
い
わ
ゆ

る
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
が
街
を
闊か

っ

歩ぽ

す
る
と

い
う
状
態
と
比
べ
、
農
村
で
の
開
化
の

遅
れ
が
痛
切
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　

阪
部　

五
三
夫

▲明治期の散髪の様子
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坂本町長施政方針

　

２
月
28
日
開
会
の
町
議
会
定
例
会
で
、
坂

本
町
長
が
、
平
成
24
年
度
の
町
政
運
営
の
指

針
と
な
る
施
政
方
針
を
表
明
。
住
民
の
皆
さ

ん
と
の
「
協
働
・
連
携
」
の
も
と
、
み
ん
な

が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
「
ふ
る

さ
と
久
御
山
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

誠
心
誠
意
の
努
力
を
も
っ
て
町
政
運
営
に

取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し
を
紹

介
し
ま
す

　

本
年
度
は
、町
長
に
就
任
し
て
か
ら
、３
期

目
の
最
終
年
を
迎
え
る
な
か
、
新
た
に
「
第

５
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
継
続
性

の
あ
る
安
定
し
た
行
財
政
基
盤
の
構
築
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
平
成
22
年
度

決
算
額
で
町
税
収
入
が
、
過
去
５
年
間
で

最
も
多
か
っ
た
平
成
19
年
度
と
比
べ
て
約

５
億
３
千
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、平
成
24
年
度
予
算
は
、事

業
効
果
や
緊
急
性
な
ど
を
考
え
て
新
規
事
業

の
立
案
と
既
存
事
業
の
見
直
し
を
お
こ
な
う

な
か
、
引
き
続
き
①
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
②
教
育
・
学
習
環
境
の
充
実
、

③
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
へ
の
福

祉
の
充
実
を
最
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け

ま
し
た
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

税
収
入
な
ど
の
確
保
に
努
め
る
一
方
で
、歳
出

で
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
経
常
的
経
費

の
削
減
、職
員
給
与
の
見
直
し
な
ど
、経
費
の

削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

平
成
24
年
度　

坂
本
町
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

　

昨
年
、
地
域
主
権
一
括
法
が
成
立
し
、
地

方
分
権
の
流
れ
は
、
今
後
も
さ
ら
に
進
展
し
、

地
方
自
治
体
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
地
方
分
権
の
流
れ
を
的
確
に
把

握
し
て
、
適
正
な
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
町
で
も
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
な

ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
単
身
高
齢

世
帯
の
増
加
、
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待

な
ど
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
行
政
が
連
携
し
て
、
地
域
の
実
態
に
適

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
活
動
の
担
い
手
と

な
る
自
治
会
組
織
の
形
成
に
む
け
て
、
本
年

度
は
、
自
治
会
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

未
加
入
世
帯
の
把
握
と
と
も
に
加
入
促
進
に

努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
か
ら
、
時
代
に
即
し
た
行
政
需

要
に
的
確
に
対
応
し
、
行
政
運
営
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
積
極
的
に
行
政
改
革
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
大
綱
に
掲
げ
る
推
進
期
間

の
最
終
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
引
き
続

き
計
画
目
標
の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
取

り
組
み
ま
す
。

　

行
政
運
営
の
効
率
化
の
た
め
、
職
員
が
や

り
が
い
と
責
任
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
み
、

職
務
能
力
の
向
上
の
た
め
に
人
事
評
価
の
試

行
実
施
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

行
政
評
価
で
は
、
全
て
の
事
務
事
業
の
検

証
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
行
政
評
価
外
部

評
価
委
員
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
た
事
務
事

業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に
努
め 

ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
町
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振

替
契
約
受
付
サ
ー
ビ
ス
「
ペ
イ
ジ
ー
」
を
導

入
す
る
と
と
も
に
、
町
税
や
国
民
健
康
保
険

税
、
保
育
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
実
施
し
ま
す
。

行
政
経
営
の
基
本
姿
勢

　

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
本
町
の
人
口
は
減
少

を
続
け
て
お
り
、
人
口
減
少
に
伴
い
地
域
力

の
低
下
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
た
め
、
今
日
ま

で
住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
て
基
礎

的
な
調
査
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
具
体
的
な
土
地
利
用
計
画
案
を

示
し
て
、
地
権
者
と
の
意
見
交
換
や
研
修
会

を
お
こ
な
い
、
市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化

調
整
区
域
に
関
す
る
都
市
計
画
を
見
直
す
の

た
め
の
都
市
計
画
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
に
位
置
づ

け
た
佐
山
西
ノ
口
地
区
は
、
早
期
に
開
発
が

進
む
よ
う
関
係
機
関
と
の
協
議
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
向
け
た
支

援
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や

ま
の
周
辺
地
域
の
、
一
刻
も
早
い
、
地
区
計

画
に
定
め
た
土
地
利
用
の
促
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
関
係
者
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
強
化

し
て
、
地
域
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

の
っ
て
こ
バ
ス
で
は
、
新
た
な
運
行
ル
ー

ト
や
効
率
的
な
運
行
の
検
討
と
、
公
共
バ
ス

交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
を
利
用
し
た
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
で
は
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や

歩
行
者
の
安
全
確
保
を
め
ざ
し
、
引
き
続
き

快
適
で
安
全
な
道
路
交
通
網
の
維
持
管
理
に

努
め
ま
す
。
本
年
度
は
、
西
一
口
・
島
田
線 

（
坊
之
池
地
区
）
の
整
備
と
北
川
顔
・
東
一
口

線（
東
一
口
地
区
）の
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
橋
梁

の
総
点
検
と
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

公
園
整
備
で
は
、
前
年
度
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
検
討
し
ま

し
た
佐
山
北
代
西
公
園
の
改
修
整
備
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　

治
水
・
排
水
対
策
で
は
、
国
営
附
帯
府
営

農
地
防
災
事
業
の
第
２
期
工
事
の
早
期
完
成

に
向
け
、
国
・
京
都
府
と
連
携
を
図
り
、
事

業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
か
ら
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
る
、
地
区
内
排
水
路
の
整
備
で
は
、

下
津
屋
地
区
の
排
水
路
整
備
と
東
一
口
２
号

線
排
水
路
の
改
修
に
向
け
た
設
計
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　

水
道
事
業
で
は
、
大
変
厳
し
い
経
営
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
将
来
に

わ
た
っ
て
良
質
で
安
全
・
安
心
な
水
を
安
定

的
に
供
給
す
る
た
め
、
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
い
た
水
道
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を

進
め
ま
す
。
本
年
度
も
、
引
き
続
き
浄
水
場

の
耐
震
補
強
工
事
や
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

配
水
管
の
計
画
的
な
布
設
替
工
事
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
快
適
で
住
み
よ

い
生
活
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き

東
一
口
地
域
の
公
共
下
水
道
の
整
備
と
普
及

活
動
の
啓
発
を
積
極
的
に
お
こ
な
い
、
接
続

率
の
向
上
を
図
り
、
経
営
の
健
全
化
お
よ
び

公
共
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

農
業
振
興
で
は
、
国
の
農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
に
加
え
、
産
地
確
立
対
策
事
業
な

ど
に
よ
る
補
助
を
引
き
続
き
お
こ
な
い
、
本

町
の
特
色
を
生
か
し
た
生
産
性
の
高
い
安
定

し
た
農
業
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
情
報
を
農
業
委
員
会
に
提
供

し
、
農
地
の
適
正
な
管
理
と
農
地
の
利
用
集

積
を
図
り
、
担
い
手
な
ど
の
規
模
拡
大
を
促

進
し
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
で
は
、
本
町
独
自
の
中
小
企

業
低
利
融
資
制
度
「
マ
ル
久
」
の
利
率
の
緩

和
と
国
・
府
の
融
資
制
度
の
利
用
促
進
を
図

り
、
企
業
の
資
金
調
達
の
円
滑
化
に
努
め
ま

す
。

　

ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
で
は
、

農
商
工
の
関
係
者
や
地
域
資
源
を
共
有
し
活

動
す
る
機
関
・
団
体
の
構
成
員
、
消
費
者
や

住
民
の
視
点
を
持
つ
公
募
委
員
も
含
め
た
、

ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
運
営
協
議

　３月 17 日・18 日、安養寺（東一口）の春祭り
がおこなわれ、双盤鉦と六字詰念仏が奉納されま
した。この２日間、10 基の鉦から打ち鳴らされる
鉦の音が、春を待つ東一口地区に鳴り響きました。
この双盤念仏は、安養寺双盤念仏保存会に受け継
がれ、平成 22 年には、府登録無形民俗文化財に
登録されています。

春をつげる、
　　鉦の音が響き渡る

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い

ふ
る
さ
と
久
御
山
の
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力

総人口
男　性
女　性
世帯数

16,574 人　
8,232 人　
8,342 人　
6,758 世帯

町の人口〈平成 24 年 3 月 1 日現在〉 

心
が
か
よ
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

ま
ち
づ
く
り

魅
力
を
生
み
出
す
定
住
と
交
流
の

基
盤
づ
く
り

豊
か
な
暮
ら
し
や
人
々
の
活
力
を

創
造
す
る
産
業
づ
く
り
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育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
で
は
、
毎
月
１
回
、日
曜

日
も
開
館
す
る
な
ど
、
利
用
者
が
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
あ

い
あ
い
サ
ロ
ン
を
中
心
に
親
子
の
交
流
や
仲

間
と
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
発
達
障
が
い
児
の
早
期
発
見
・
早
期

支
援
の
た
め
に
、
保
育
所
や
幼
稚
園
で
関
わ

る
従
事
者
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
母
子
療

育
教
室
に
お
け
る
適
切
な
指
導
や
支
援
に
努

め
、
就
学
期
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ

う
支
援
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
対
策
で
は
、
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
や
在
宅
訪
問
指
導
員
に

よ
る
き
め
細
か
な
支
援
の
充
実
と
、
あ
い
あ

い
ホ
ー
ル
で
も
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
不
安
や
悩
み
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
今

後
も
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

保
護
者
負
担
軽
減
事
業
で
は
、
小
学
６
年

生
ま
で
の
子
育
て
支
援
医
療
費
の
助
成
を
は

じ
め
、
給
食
費
や
修
学
旅
行
費
の
補
助
を
継

続
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
生
活
を
続
け
た
い
と
い
う
高
齢

者
に
対
し
て
、
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
各
施
策
事
業
を
地
域
の
人
々
と
連
携

を
図
り
推
進
す
る
た
め
の
、
福
祉
の
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
高
齢
者
が
要
支
援
・

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
な
ど
、

い
き
い
き
ス
マ
イ
ル
塾
や
ミ
ニ
デ
イ
事
業
の

継
続
と
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
は
じ
め
、

発
症
予
防
の
体
制
整
備
や
介
護
す
る
家
族
へ

の
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
、
高
齢
者
の
実

態
に
応
じ
た
必
要
な
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
新
た
に
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
を
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
、
高
齢
者
に
対
す
る
生
活
支

援
や
権
利
擁
護
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を
お
こ
な

い
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
本
年
度
か
ら
市
町
村
へ
権
限
移
譲
さ
れ

た
、
身
体
障
害
・
知
的
障
害
者
相
談
員
の
活

動
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
福
祉
で
は
、
地
域
福
祉
の
指
針
で
あ

る
地
域
福
祉
計
画
お
よ
び
地
域
福
祉
活
動
計

画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
医
療
費
の
増

加
に
よ
り
、
国
保
財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況

で
す
。
健
全
な
国
保
財
政
を
維
持
す
る
た
め

に
、
必
要
最
小
限
の
保
険
税
率
の
改
正
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

　

加
え
て
、医
療
費
の
削
減
を
図
る
た
め
、レ

セ
プ
ト
点
検
な
ど
の
医
療
費
適
正
化
対
策
と
、

新
た
に
先
発
医
薬
品
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
差
額
を
通
知
し
て
い
く
な
ど
、
国

保
財
政
の
安
定
運
営
に
努
め
ま
す
。

会
の
４
つ
の
専
門
部
会
に
お
い
て
、
活
動
の

展
開
を
図
り
、
引
き
続
き
そ
の
充
実
を
め
ざ

し
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
計
画
し
、
さ
ら
に
魅
力
あ

る
地
域
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
の
機
能
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

就
学
前
教
育
・
学
校
教
育
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
豊
か
な
人
間
性
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
基
本
と
し
た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
引

き
続
き
久
御
山
学
園
で
は
、
幼
保
小
中
連
携

に
よ
る
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を
推
進
し
、15
歳

の
希
望
進
路
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
30
人
程
度
の
ク
ラ
ス
編
制

と
本
町
独
自
で
少
人
数
授
業
の
た
め
の
教
員

を
配
置
し
、
学
力
の
充
実
・
向
上
を
め
ざ
し

た
、
き
め
細
か
な
授
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
引
き
続
き
本
町
独
自
で
教

員
を
配
置
し
て
１
ク
ラ
ス
35
人
の
少
人
数
学

級
を
編
制
し
、
学
力
の
充
実
と
自
学
自
習
力
、

基
礎
学
力
の
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
、
就
学
前
教
育
の

充
実
に
向
け
て
幼
保
一
体
的
運
営
を
「
町
保

育
所
・
幼
稚
園
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
か

ら
の
提
言
を
基
本
と
し
て
、
長
期
的
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
等
施
設
で
は
、
本
年
度
は
３
小
学
校

の
体
育
館
の
耐
震
工
事
と
久
御
山
中
学
校
体

育
館
の
耐
震
設
計
、
幼
稚
園
保
育
室
の
エ
ア

コ
ン
の
整
備
を
お
こ
な
う
な
ど
、
安
全
・
安

心
で
快
適
な
教
育
・
保
育
施
設
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

心
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
、
伸
び
伸
び
と
育

つ
た
め
に
、
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
や

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
な
ど
の
社
会
教
育
団

体
と
家
庭
、
地
域
、
学
校
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
多
様
な
学
習
機
会
や
学

習
情
報
の
提
供
と
自
主
的
な
学
習
活
動
へ
の

支
援
に
努
め
、
本
年
度
は
、
生
涯
学
習
推
進

計
画
の
改
定
に
向
け
た
住
民
意
識
調
査
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
中
央
公

民
館
や
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
は
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
町
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事

業
団
に
お
い
て
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
学
級
・
講
座
を
開
設
す
る
な
ど
、
さ

ら
な
る
事
業
の
充
実
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
多
様
な
読
書
ニ
ー
ズ
や
学

習
活
動
に
対
応
す
る
た
め
、
蔵
書
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

社
会
体
育
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
づ
く
り
の

推
進
と
住
民
相
互
の
交
流
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

文
化
財
で
は
、
地
域
固
有
の
歴
史
文
化
で

あ
る
指
定
文
化
財
等
の
保
存
と
活
用
に
努
め

ま
す
。
大
変
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
山
田
家

住
宅
（
東
一
口
）
は
、寄
付
を
受
け
る
方
向
で

協
議
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
保
存
と
活
用

を
検
討
し
ま
す
。 

　

人
権
・
平
和
で
は
、
人
権
教
育
・
啓
発
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
差
別
の
な
い
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
一
方
、
平
和
事

業
で
は
、
次
の
世
代
に
着
実
に
平
和
の
大
切

さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、

平
和
祈
念
集
会
や
戦
没
者
追
悼
式
の
実
施
と

小
中
学
生
の
広
島
派
遣
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
で
は
、
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
各
種
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
や
女
性
の
た
め
の
相
談
事
業
、

活
動
団
体
へ
の
支
援
な
ど
の
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
食
生
活
の
改

善
や
運
動
習
慣
の
定
着
、
ゆ
る
体
操
な
ど
の

各
種
健
康
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
、
生
涯
を

通
じ
て
明
る
く
元
気
で
、
心
豊
か
に
生
活
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

保
健
・
予
防
対
策
で
は
、
が
ん
検
診
受
診

率
の
向
上
に
向
け
た
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
、

大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
配
付
や
胃

が
ん
、
肺
が
ん
な
ど
の
各
種
が
ん
検
診
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
の

個
別
勧
奨
通
知
や
成
人
歯
科
健
診
の
啓
発
な

ど
、
住
民
検
診
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
と

受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

予
防
接
種
事
業
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
や
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
事
業
を
全
額
公

費
負
担
で
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
乳
幼
児
な

ど
の
各
種
定
期
予
防
接
種
や
高
齢
者
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　

母
子
保
健
で
は
、
不
妊
治
療
助
成
事
業
と

全
て
の
新
生
児
を
訪
問
す
る
母
子
保
健
推
進

事
業
を
継
続
し
ま
す
。
加
え
て
、
妊
婦
の
安

全
な
出
産
と
母
体
や
胎
児
の
健
康
を
確
保
す

る
た
め
、
引
き
続
き
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費

負
担
回
数
を
14
回
と
す
る
ほ
か
、
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
の
相
談
が
で
き
る
場
の
提
供
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
育
児
支
援
に

努
め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、

社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、
子

　

環
境
保
全
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

関
心
が
高
ま
る
な
か
、
住
宅
用
な
ど
の
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
補
助
と
普
及
啓

発
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
、
行
政
自
ら
が
環
境
負
荷
の
低
減
に

努
め
る
と
と
も
に
、
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
普
及
な
ど
、

環
境
保
全
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、ご
み
の
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

促
進
の
た
め
、
引
き
続
き
古
紙
等
の
再
生
資

源
集
団
回
収
事
業
補
助
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
回
収
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
の
環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
年
度
か
ら
指
定
ご
み
袋
制

の
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、

ご
み
の
減
量
化
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
識
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
・
防

犯
対
策
で
は
、

昨
年
３
月
11

日
に
発
生
し

た
東
日
本
大

震
災
を
対

岸
の
火
事
で

は
な
く
、
教

訓
と
し
て
強

く
受
け
止
め
、

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
地
域
住
民
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災
組

織
の
さ
ら
な
る
充
実
と
防
災
活
動
資
機
材
整

備
の
支
援
や
防
災
訓
練
な
ど
、
地
域
防
災
力

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
、
診

断
と
改
修
費
の
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

　

一
方
、
防
犯
対
策
で
は
、
高
齢
者
を
狙
っ
た

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
犯
罪
の
未
然
防
止
に
向

け
、
警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を

さ
ら
に
深
め
る
な
か
で
、
地
域
に
お
け
る
見

守
り
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
校
区
ご
と
の

子
ど
も
安
全
見
守
り
隊
や
生
活
安
全
ま
ち
づ

く
り
連
絡
会
を
中
心
に
、
警
察
や
学
校
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
行
政
で
は
、
火
災
予
防
と
被
害
の
最

少
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
広
報
誌
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
時
で
の
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

一
方
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
確

保
や
救
命
率
を
向
上
す
る
た
め
、
消
防
職
員

の
専
門
性
の
向
上
と
普
通
救
命
講
習
会
の
随

時
開
催
な
ど
、
住
民
と
町
の
協
働
に
よ
る
救

命
医
療
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
の
中
核
的
存
在
で
あ
る

消
防
団
員
の
知
識
と
技
術
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
消
防
団
員
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

消
防
力
の
充
実
・
強
化
に
努
め
、
よ
り
一
層
の

防
火
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
を
め
ざ
し
、警
察
署
、町
交
通
安
全
対
策
協

議
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
た
交
通
教
室

の
開
催
や
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に

よ
り
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

施
政
方
針
の
全
文
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.kum
iyam

a.lg.jp

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力

を
育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

お
互
い
を
尊
重
し
、
豊
か
な
文
化
あ

ふ
れ
る
風
土
づ
く
り

結
び
合
い
が
支
え
る
福
祉
と
健
康

づ
く
り

自
然
と
人
が
と
も
に
生
き
る
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り

▲山田家長屋門

▲佐山まなび塾

▲東角校区防災訓練

▲あいあいホールでの交流
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 ［
一
般
会
計
］

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
な
か
で
、
平
成

24
年
度
の
当
初
予
算
は
、
第
４
次
総
合
計
画

の
第
７
次
実
施
計
画
や
事
務
事
業
評
価
に
基

づ
き
、
事
業
効
果
や
優
先
順
位
を
念
頭
に
お

い
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
久
御
山
町
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
６
８
億
９
，
８
０
０
万
円
、
前
年

度
当
初
予
算
額
と
比
べ
１
億
３
，
７
０
０
万

円
の
減
額
と
な
り
、
伸
び
率
は
マ
イ
ナ
ス

1.9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

各
種
住
民
負
担
軽
減
策
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
や
幼
稚
園

保
育
室
へ
の
空
調
設
備
設
置
な
ど
の
教
育
・

保
育
環
境
の
充
実
、
住
民
の
安
全
・
安
心
に

関
す
る
各
施
策
、
そ
し
て
、
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
人
に
対
す
る
福
祉
施
策
、
さ
ら
に
、

保
健
・
医
療
・
子
育
て
に
関
す
る
各
種
支
援

事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
予
算
配
分

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
も
極
め
て
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
事
務
事
業
の
徹
底
的

な
見
直
し
を
一
層
進
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
、
住
民
に
真
に

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

 ［
予
算
の
概
要
］

　

平
成
24
年
度
の
本
町
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
町
税

で
約
４
，
２
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
一

般
財
源
で
あ
る
地
方
譲
与
税
や
地
方
特
例
交
付
金
な
ど
は
減
額
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
減
収
を
補
て
ん
す
る
た
め
に
起
債
で
き
る
臨
時

財
政
対
策
債
の
発
行
可
能
額
も
年
々
減
少
さ
れ
、
普
通
交
付
税
の
不

交
付
団
体
に
お
い
て
は
来
年
度
が
発
行
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

今
後
ま
す
ま
す
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
経
常
収
支
比
率
が
３
年
連
続
の
増
加
と
な
り
、

平
成
22
年
度
決
算
に
お
い
て
、
過
去
最
高
の
95
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
義
務
的
経
費
の
人
件
費
が
高
い
比
率
を
占
め
て
お
り
、
扶

助
費
に
つ
い
て
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
っ
て
、
財
政
の
硬
直
化
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
当
初
予
算
編
成
の
主
な
重
点
事
項
）

１
．
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

２
．
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
予
算　

―

　

子
育
て
支
援
医
療
費
の
助
成
や
小
・
中
学
校
で
の
少
人

数
指
導
、
少
人
数
学
級
を
推
進
し
ま
す
。

３
．
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上　

―

　

町
税
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、
ペ
イ
ジ
ー
を
導
入
し
ま
す
。

４
．
教
育
・
保
育
環
境
の
充
実　

―

　

小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
、
幼
稚
園
保
育
室
に
空
調
設
備
を
設
置

し
ま
す
。

５
．
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の
保
険
・
医
療
体
制
の
充
実
や
利
用
者
負
担
軽
減
な
ど
福
祉
対
策
を
継
続

し
ま
す
。

６
．
普
通
交
付
税
不
交
付
団
体
と
し
て
実
施
し
て
い
る
町
独
自
の
各
種
住
民
負
担
軽
減
策
を
継
続
し
ま
す
。

会 計 名
（Ａ）

一 般 会 計

国民健康保険（事業勘定）

三 郷 山 財 産 区

公共下水道事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

計

特

別

会

計

企業会計

	 6,898,000	 7,035,000	 ▲ 137,000	 ▲ 1.9

	 2,084,000	 1,954,000	 130,000	 6.7

	 4,800	 5,400	 ▲ 600	 ▲ 11.1

	 929,300	 971,000	 ▲ 41,700	 ▲ 4.3

	 1,007,200	 960,600	 46,600	 4.9

	 160,300	 150,900	 9,400	 6.2

	 4,185,600	 4,041,900	 143,700	 3.6

	 737,978	 934,808	 ▲ 196,830	 ▲ 21.1

	 11,821,578	 12,011,708	 ▲ 190,130	 ▲ 1.6

水 道 事業

合 計

本年度
当初予算

▼平成 24年度　会計別予算総括表

　一般会計当初予算は、６８億９, ８００万円で、前年度当初予算と
比べ１億３，７００万円、１. ９％の減額となり、一般会計、特別会計
予算など合わせて、総額１１８億２，１５８万円の平成２４年度の当初
予算となりました。（金額はいずれも 1 万円未満四捨五入）

68億9,800万円
当初予算
平成24年度

一般会計は

前年度
当初予算

対前年度
増減額

対前年度
増減額率（％）

（Ｂ） （C）＝（Ａ）−（Ｂ）（C）/（Ｂ）×100

（単位：千円）

▽歳出内訳（性質別）
総額68億 9,800万円

▽歳入内訳
総額68億 9,800万円

▽歳出内訳（目的別）
総額68億 9,800万円

地方消費税交付金  358,100千円（5.2％）

地方譲与税等  70,600千円（1.0％）

自動車取得税交付金
23,100千円（0.3％）

地方特例交付金等
31,100千円（0.4％）

分担金及び負担金
73,005千円（1.1 ％）

使用料及び
手数料

91,306千円
（1.3％）

国庫支出金
535,566千円
（7.8％）

府支出金
322,580千円
（4.7％）

財産収入
18,219千円
（0.3％）

寄附金
35,000千円
（0.5％）

繰越金 30,000千円（0.4％）

諸収入 126,443千円（1.8％）

町債 208,500千円（3.0％）

繰入金
651,238千円
（9.5％）

町税
4,323,243千円
（62.7％）

地方譲与税等＝地方譲与税+利子割交付金+配当割交付金+株式等譲渡所得割交付金 
地方特例交付金等＝地方特例交付金+交通安全対策特別交付金 

人件費
2,063,582千円
（29.9％）

扶助費
756,449千円
（11.0％）

公債費
509,487千円
（7.4％）

普通建設事業(単独）
138,045千円（2.0％）

普通建設事業（補助）
383,437千円（5.6％）

物件費
1,563,399千円
（22.7％） 

補助費等
769,499千円
（11.1％）維持補修費

50,285千円
（0.7％）

積立金
18,093千円
（0.3％）

貸付金、投資および出資金
93,100千円（1.3％）

予備費
23,000千円
（0.3％）

繰出金
529,624千円
（7.7％）

労働費  5,620千円（0.1％）

衛生費  533,571千円（7.7％）

農林水産業費
134,694千円（2.0％）

商工費
254,413千円（3.7％）

土木費
681,518千円（9.9 ％）

消防費  368,929千円
（5.4％）

教育費
1,223,772千円
（17.7％）

公債費 509,487千円（7.4％）

予備費 23,000千円（0.3％）

議会費 130,750千円（1.9％）

民生費
2,063,757千円
（29.9％）

総務費
968,489千円
（14.0％）



9
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8
広報くみやま平成24年 4月 1日

　

議
会
費

〇
議
会
活
性
化
事
業
（
新
規
）

１
，
２
７
６
千
円

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
情
報
を

提
供
す
る
た
め
、
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
と
と
も
に
、
本
会
議
の
様
子
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
配
信
し

ま
す
。

　

総
務
費

〇
賦
課
徴
収
一
般
事
務
費
〔
電
子
決
済
サ
ー

ビ
ス
契
約
手
数
料
〕（
新
規
）　

２
２
千
円

　

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
金
融

機
関
窓
口
に
お
け
る
口
座
振
替
の
手
続
き
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
決
済
サ
ー
ビ

ス
「
ペ
イ
ジ
ー
」
を
導
入
し
ま
す
。

〇
出
納
事
務
〔
コ
ン
ビ
ニ
収
納
手
数
料
〕（
新

規
）			




９
０
３
千
円

　

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
町
税

や
国
民
健
康
保
険
税
を
は
じ
め
と
す
る
公
金

の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

〇
防
災
用
資
機
材
等
整
備
事
業
〔
備
蓄
毛
布
、

簡
易
ト
イ
レ
袋
の
備
蓄
〕（
新
規
）

			




　
　

３
，
３
８
６
千
円

　

災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
防
災
活
動
を
お

こ
な
う
た
め
、
避
難
所
な
ど
で
配
布
す
る
毛

布
等
の
必
要
な
物
品
を
備
蓄
し
ま
す
。

〇
企
画
一
般
事
務
費
〔
公
有
財
産
管
理
シ
ス

テ
ム
導
入
〕（
新
規
） 　

３
，
８
０
０
千
円

　

町
が
所
有
す
る
土
地
や
建
物
な
ど
の
公
有

財
産
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
、
公
有
財
産

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
新
公
会
計
制
度

に
対
応
し
た
財
産
の
実
態
把
握
や
情
報
化
に

努
め
ま
す
。

〇
地
震
対
策
推
進
事
業
〔
住
宅
耐
震
改
修
補

助
金
〕		

　
　

３
，
６
０
０
千
円

　

地
震
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産
な
ど

を
守
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
対

し
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

〇
地
震
対
策
推
進
事
業
〔
住
宅
用
家
具
転
倒

防
止
器
具
設
置
補
助
〕	

　

８
７
千
円

　

地
震
災
害
時
に
家
具
転
倒
に
よ
る
圧
死
や

負
傷
を
防
ぐ
た
め
に
、
高
齢
者
世
帯
や
障
が

い
者
世
帯
等
に
対
し
、
家
具
等
の
転
倒
防
止

器
具
代
金
お
よ
び
そ
の
設
置
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

〇
自
治
会
活
動
支
援
事
業

６
，
１
６
６
千
円

　

自
治
会
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
町
政
協

力
費
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
公
会
堂
等
の

借
地
料
を
助
成
し
ま
す
。

　

民
生
費

〇
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
（
新
規
）

		


　
　

３
，
３
８
７
千
円

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
在
宅
介
護
を

支
援
す
る
た
め
、
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

〇
介
護
予
防
運
動
指
導
事
業

		


　
　

１
，
１
８
８
千
円

　

60
歳
以
上
の
住
民
を
対
象
に
、
健
康
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
運
動
指
導
事
業
を
荒

見
苑
等
で
利
用
で
き
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

〇
福
祉
医
療
費
助
成
事
業

		


　

５
６
，
０
３
２
千
円

　

65
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
が
い
者
な
ら
び

に
母
子
家
庭
の
児
童
お
よ
び
そ
の
母
親
の
健

康
の
保
持
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
医

療
費
を
助
成
し
ま
す
。

〇
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業　

４
９
，
３
６
５
千
円

　

乳
幼
児
か
ら
中
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童

に
対
し
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
全
額
を

助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
１
診
察
科
ご
と
に

ひ
と
月
２
０
０
円
の
負
担
は
必
要
で
す
。

〇
障
害
者
自
立
支
援
事
業

	

　

	

２
５
７
，
７
９
９
千
円

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
自
立
支
援
医
療
費
や
補
装
具
の
給
付

を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

給
す
る
た
め
に
必
要
な
障
が
い
程
度
区
分
の

判
定
を
す
る
審
査
会
の
運
営
や
認
定
調
査
委

託
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

〇
低
所
得
者
等
経
済
的
支
援
事
業

		


　
　

４
，
４
８
１
千
円

　

低
所
得
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
く
ら

し
の
資
金
の
貸
付
お
よ
び
母
子
世
帯
等
に
対

す
る
水
道
料
金
の
助
成
等
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

衛
生
費

〇
妊
産
婦
支
援
事
業  

１
６
，
４
９
１
千
円

　

母
子
手
帳
の
発
行
、
妊
産
婦
健
康
診
査
を

は
じ
め
、
妊
産
婦
等
栄
養
強
化
事
業
や
パ
パ

＆
マ
マ
教
室
の
開
催
等
を
お
こ
な
い
ま
す
。

〇
温
暖
化
防
止
活
動
事
業
〔
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
〕

		


　
　

５
，
６
０
０
千
円

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
国
の
「
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
制
度
」
を
活
用
し
た
町

内
の
個
人
や
企
業
を
対
象
に
補
助
を
お
こ
な

い
ま
す
。

〇
家
庭
ご
み
減
量
推
進
事
業

		


　
　

５
，
１
６
５
千
円

　

家
庭
ご
み
を
減
量
す
る
た
め
、
生
ご
み
自

家
処
理
容
器
等
を
設
置
し
た
個
人
や
古
紙
等

の
回
収
に
取
り
組
む
地
域
の
団
体
等
に
対
し

補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
ご

と
に
家
庭
用
廃
食
油
の
回
収
を
お
こ
な
い
ま

す
。

　

農
林
水
産
業
費

〇
農
業
委
員
会
一
般
事
務
費
〔
農
地
等
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
等
〕　
（
新

規
）		



　
　

３
，
８
１
３
千
円

　

農
業
委
員
に
よ
る
遊
休
荒
廃
地
等
の
利
用

状
況
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
農
地
等

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

正
確
な
最
新
情
報
を
管
理
し
ま
す
。

　

商
工
費

〇
消
費
生
活
啓
発
事
業
〔
消
費
生
活
相
談
の

委
託
〕（
新
規
）		

５
２
０
千
円

　

住
民
か
ら
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
な

ど
を
専
門
相
談
員
に
委
託
し
、
週
１
回
の
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
中
小
企
業
者
資
金
低
利
融
資
事
業	

１
５
２
，
０
１
２
千
円

　

中
小
企
業
経
営
の
安
定
の
た
め
に
、
必
要

な
資
金
の
融
資
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の

融
資
に
係
る
保
証
料
お
よ
び
利
子
の
一
部
を

補
給
し
ま
す
。

　

土
木
費

〇
個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
整
備
事
業
（
新
規
）	

		


　

２
０
，
３
４
３
千
円

　

地
域
に
根
ざ
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
整

備
を
お
こ
な
う
た
め
、
計
画
段
階
か
ら
地
域

住
民
の
参
画
に
よ
り
、
公
園
整
備
を
進
め
ま

す
。

〇
都
市
計
画
推
進
事
業
〔
都
市
計
画
基
礎
調

査
〕（
新
規
）	

      

６
，
１
９
５
千
円

　

概
ね
５
年
ご
と
の
線
引
き
見
直
し
に
向

け
、
都
市
計
画
法
第
６
条
に
基
づ
く
都
市
計

画
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

〇
都
市
計
画
総
務
一
般
事
務
費
〔
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
等
導
入
補
助
金
〕

（
新
規
）		

   　
　
　
　

８
１
千
円

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
策
の
一
環
と

し
て
、
路
線
バ
ス
事
業
者
が
導
入
す
る
バ
ス

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
対
し
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

〇
道
路
橋
梁
新
設
改
良
整
備
事
業
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
９
，
４
１
５
千
円

　

道
路
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す

る
た
め
、
適
正
な
道
路
お
よ
び
橋
梁
の
新
設
・

改
良
を
お
こ
な
い
ま
す
。

〇
排
水
路
等
改
修
整
備
事
業(

新
規)

			




　

１
４
，
７
５
０
千
円

　

町
内
河
川
の
水
路
お
よ
び
地
区
内
排
水
路

な
ど
の
機
能
を
保
持
す
る
た
め
、
適
正
な
改

修
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。

〇
巡
回
バ
ス（
の
っ
て
こ
バ
ス
）運
行
事
業〔
バ

ス
カ
ー
ド
等
購
入
高
齢
者
助
成
金
〕

		


　
　

２
，
２
５
０
千
円

　

高
齢
者
の
外
出
を
支
援
し
、
老
後
の
生
活

の
充
実
を
図
る
た
め
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

に
対
し
、
バ
ス
カ
ー
ド
等
の
購
入
助
成
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　

消
防
費

〇
消
防
機
械
器
具
等
整
備
事
業
〔
救
助
ボ
ー

ト
、
ガ
ス
検
知
器
等
の
更
新
〕（
新
規
）

		


　
　

４
，
５
６
３
千
円

　

迅
速
な
消
防
・
救
急
活
動
を
お
こ
な
う
た

め
、
老
朽
化
し
た
救
急
活
動
資
機
材
な
ど
の

更
新
に
努
め
ま
す
。

〇
消
防
水
利
増
強
整
備
事
業
〔
消
火
栓
新
設

負
担
金
〕（
新
規
）	　　

９
，
２
０
０
千
円

　

消
防
活
動
に
お
け
る
水
利
を
確
保
す
る
た

め
、
東
一
口
地
区
に
消
火
栓
を
新
設
し
ま
す
。

〇
常
備
消
防
一
般
事
務
費
〔
緊
急
消
防
援
助

隊
派
遣
食
糧
備
蓄
〕　　
　
　

 

３
６
千
円

　

救
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣
に
備
え
、
初
動

３
日
分
の
京
都
府
統
一
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
食

糧
を
備
蓄
し
ま
す
。

　

教
育
費

〇
幼
稚
園
施
設
整
備
事
業
〔
空
調
設
備
工
事
〕

（
新
規
）		

　

２
２
，
５
２
３
千
円

　

幼
稚
園
の
快
適
で
安
全
な
保
育
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
保
育
室
に
空
調
設
備
の
設
置

を
お
こ
な
い
ま
す
。

〇
小
学
校
施
設
整
備
事
業
〔
体
育
館
耐
震
工

事
〕（
新
規
）	

２
７
９
，
８
６
４
千
円

　

学
校
施
設
の
安
全
な
教
育
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
３
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
工

事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

〇
中
学
校
施
設
整
備
事
業
〔
体
育
館
耐
震
設

計
業
務
〕（
新
規
）　  

７
，
０
２
５
千
円

　

学
校
施
設
の
安
全
な
教
育
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
体
育
館
の
耐
震
補
強
設
計
を
お
こ

な
い
ま
す
。

〇
小
学
校
保
健
事
務
〔
フ
ッ
化
物
洗
口
〕(

新

規)			




２
１
８
千
円

　

歯
質
の
強
化
を
図
る
た
め
、
低
濃
度
の

フ
ッ
化
物
で
の
洗
口
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
し

ま
す
。

〇
久
御
山
学
園
推
進
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

１
，
７
２
４
千
円

　
「
く
み
や
ま
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
幼
保
一
体
化
を
含
め
た
０
歳
か

ら
15
歳
ま
で
の
一
貫
的
教
育
を
展
開
し
ま

す
。

〇
学
力
向
上
対
策
事
業
〔
小
学
校
・
中
学

校
〕		



　

１
９
，
５
５
７
千
円

　

小
学
校
の
児
童
の
学
力
充
実
・
向
上
を
図

る
た
め
、
少
人
数
指
導
の
た
め
の
非
常
勤
講

師
を
配
置
し
ま
す
。
中
学
校
の
生
徒
指
導
お

よ
び
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
少
人
数
学

級
制
を
導
入
す
る
た
め
の
非
常
勤
講
師
を
配

置
し
ま
す
。

〇
国
際
理
解
教
育
推
進
事
業

		


　

１
９
，
８
７
０
千
円

　

国
際
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

外
国
青
年
招
致
事
業
や
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
・
ス

テ
ー
ト
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
の
交
流
の
ほ
か
、

１
校
区
に
１
人
の
外
国
人
講
師
を
雇
用
し
、

幼
児
期
か
ら
生
き
た
英
語
を
聞
く
機
会
を
設

け
た
国
際
理
解
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

〇
学
校
保
護
者
負
担
軽
減
事
業
〔
小
学
校
・

中
学
校
〕	

　

２
２
，
６
０
１
千
円

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
児
童
生
徒
の
学
級
費
を
は
じ
め
、
修
学

旅
行
費
や
校
外
活
動
費
等
に
対
し
、
補
助
を

し
ま
す
。

主
な
新
規
事
業
・
継
続
事
業

４
１
６
，
１
９
４
円

住
民
一
人
あ
た
り
の
予
算
額 

（一般会計予算額） 民 生 費 

土 木 費 消 防 費 公 債 費 商 工 費 

22,259円 30,740円 15,350円 

16,574人 

68億9,800万円 

（3月1日現在人口） 

124,518円 

41,120円 

教 育 費 

総 務 費 衛 生 費 議 会 費 農林水産業費 

7,889円 8,127円 

1,727円 73,837円 

58,434円 32,193円 

予 備 費 

労 働 費 
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まちの話題 !あ・れ・こ・れ 子ども国際
交流教室（

2月25日
、中央公民

館）
人権の花贈呈式（3月8日、佐山保育所）

世代間交流会（2月27日、保健センター）
矢形餅の神事（3月

6日、室城神社）

シニア文化祭（2月19日、中央公民館）

▲受章の伝達を受ける辻晴雄さん（右から2人目）

▲看板の前で全員集合！

▲親子で楽しく料理する参加者

▲一つひとつ接ぎ木をする女性たち

矢餅

弓餅

矢形餅の神事では、
矢と弓の形をしたお餅が
供えられます。

 楠
くすのき

  桃
もも

音
ね

・咲
さく

音
と

ちゃん 
（平成 20 年 6 月 25 日生）（平成 22 年 7 月 29 日生）

あなたたち二人が、父ちゃんと母ちゃんの
宝物。大きくなぁーれ！！

東一口　父 琢磨さん・母 弘美さん

 谷
たに

口
ぐち

 元
はる

都
と

・心
まな

都
と

ちゃん 
（平成 20 年 8 月 30 日生）（平成 23 年 12 月 12 日生）

ずっと仲良し兄弟でいてね！

東一口　父 肇さん・母 千佳さん

今後も、地域のために手伝いをしていきたい。

 栗
くり

林
ばやし

  瑛
えい

人
と

・佑
ゆ う ご

豪ちゃん 
（平成 20 年 10 月 13 日生）（平成 22 年 9 月 7 日生）

いつも元気いっぱい、
たくさんの笑顔をありがとう！！

東一口　父 泰典さん・母 知沙さん

　３月15日、辻晴雄さん（佐山・88歳）が、旭日単光章を受章さ
れ、勝見府山城広域振興局長から伝達を受けました。
　辻さんは、町議会議員を３期１２年間務められ、本町のスポーツや
文化施設などの建設整備に尽力されました。今回の受章に対し「農
業を守るための圃場整備や国体の成功にむけて奮闘した日が思い出
されます。地域の皆さんの支えでがんばれました。今後も地域のた
めに手伝いをしていきたい。」と話されました。

みんなでかわいい看板作ったよ！
　３月３日、東角幼稚園でＰＴＡや園児たち有志が作製した園名看板
が、東側フェンスに掲げられました。
　同園では、以前の看板が、老朽化により昨年９月に最後の一枚が
撤去されたため、ＰＴＡ役員が中心になり、２月ごろから土曜日に集
まって作業をおこない、園児たちが、「とうずみようちえん」の文字の
まわりにかわいい花と裏面に手形や楽しい絵をペンキで描きました。
　この日は、みんなが集まって新しい看板を設置しました。

一緒に料理するのは楽しいね
　２月22日、佐山小学校でＰＴＡ主催の親子クッキング教室が開
催されました。この日は、22組の親子が、子どもたちに人気のある、
たこめしやレンコンハンバーグづくりに挑戦しました。
　参加者は、「いつもは危ないからと手伝わせてもらえないが、一緒
に作るのは楽しい」や「男の子もこれからは料理ができるようにと、
一緒に参加しました」と話しながら、親子で料理を楽しみました。最
後に皆さん一緒にできた料理をおいしいと言いながら食べました。

病気に強い野菜苗づくり
　町特産品の「淀苗」の接ぎ木作業が、北川顔・藤和田地区の農家で
最盛期を迎えています。約550年の伝統を誇る淀苗づくりは、砂質
土壌で水はけがよい特性を生かして生産され、「根の張りがよく、病
気に強く、実入りがよい」と喜ばれ、関西各地に出荷されています。
　北藤育苗組合（山口吉広組合長）の14軒の生産農家では、病気
に強い品種の台

だい

木
き

に、おいしい品種の穂
ほ

木
ぎ

を接ぐ、こまやかな作業
が手作業で、連日おこなわれています。

旭日単光章受章 辻　晴雄 さん（佐山）

東角幼稚園の園名看板 東角幼稚園

親子クッキング教室 佐山小学校

淀苗の接ぎ木 北川顔・藤和田地区

オーストラリア

ソンヤ先生は
オーストラリア
出身だよ〜！

京 都 府 の
人権の花は
水仙です。
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　　　検　　　　査　　　　項　　　　　目 単位 水質基準値 最高 最低 平均
1 　一般細菌 個/ｍ㍑ 100 以下 検出せず 検出せず 検出せず
2 　大腸菌 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず
3 　カドミウム及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.003 以下 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満
4 　水銀及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.0005 以下 0.00005 未満 0.00005 未満 0.00005 未満
5 　セレン及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
6 　鉛及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
7 　ヒ素及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
8 　六価クロム化合物 ｍｇ／㍑ 0.05 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
9 　シアン化物イオン及び塩化シアン ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満  0.001 未満 0.001 未満
10 　硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ｍｇ／㍑ 10 以下 0.65 0.32 0.519
11 　フッ素及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.8 以下 0.08 未満 0.08 未満 0.080
12 　ホウ素及びその化合物 ｍｇ／㍑ 1.0 以下 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
13 　四塩化炭素 ｍｇ／㍑ 0.002 以下 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満
14 　１,４-ジオキサン ｍｇ／㍑ 0.05 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満

15 　シス-1,2-ジクロロエチレン及び　　　　　　　　　　トランス-1,2-ジクロロエチレン ｍｇ／㍑ 0.04 以下 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満

16 　ジクロロメタン ｍｇ／㍑ 0.02 以下 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満
17 　テトラクロロエチレン ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
18 　トリクロロエチレン ｍｇ／㍑ 0.03 以下 0.002 0.001 0.0016
19 　ベンゼン ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
20 　塩素酸 ｍｇ／㍑ 0.6 以下 0.08 0.06 未満 0.063
21 　クロロ酢酸 ｍｇ／㍑ 0.02 以下 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満
22 　クロロホルム ｍｇ／㍑ 0.06 以下 0.007 0.001 未満 0.0036
23 　ジクロロ酢酸 ｍｇ／㍑ 0.04 以下 0.004 未満 0.004 未満 0.004 未満
24 　ジブロモクロロメタン ｍｇ／㍑ 0.1 以下 0.003 0.001 未満 0.0017
25 　臭素酸 ｍｇ／㍑ 0.01 以下 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満
26 　総トリハロメタン ｍｇ／㍑ 0.1 以下 0.02 0.01 未満 0.011
27 　トリクロロ酢酸 ｍｇ／㍑ 0.2 以下 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
28 　ブロモジクロロメタン ｍｇ／㍑ 0.03 以下 0.006 0.001 未満 0.0031
29 　ブロモホルム ｍｇ／㍑ 0.09 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
30 　ホルムアルデヒド ｍｇ／㍑ 0.08 以下 0.008 未満 0.008 未満 0.008 未満
31 　亜鉛及びその化合物 ｍｇ／㍑ 1.0 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
32 　アルミニウム及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.2 以下 0.03 0.02 0.023
33 　鉄及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.3 以下 0.03 未満 0.03 未満 0.03 未満
34 　銅及びその化合物 ｍｇ／㍑ 1.0 以下 0.01 未満 0.01 未満 0.01 未満
35 　ナトリウム及びその化合物 ｍｇ／㍑ 200 以下 15 14 14.6
36 　マンガン及びその化合物 ｍｇ／㍑ 0.05 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
37 　塩化物イオン ｍｇ／㍑ 200 以下 23.8 11.2 13.34
38 　カルシウム・マグネシウム等（硬度） ｍｇ／㍑ 300 以下 40.2 36.4 38.03
39 　蒸発残留物 ｍｇ／㍑ 500 以下 124 114 118.0
40 　陰イオン界面活性剤 ｍｇ／㍑ 0.2 以下 0.02 未満 0.02 未満 0.02 未満
41 　ジェオスミン ｍｇ／㍑ 0.00001 以下 0.000001 未満 0.000001 未満 0.000001 未満
42 　2-メチルイソボルネオール ｍｇ／㍑ 0.00001 以下 0.000001 未満 0.000001 未満 0.000001 未満
43 　非イオン界面活性剤 ｍｇ／㍑ 0.02 以下 0.005 未満 0.005 未満 0.005 未満
44 　フェノール類 ｍｇ／㍑ 0.005 以下 0.0005 未満 0.0005 未満 0.0005 未満
45 　有機物（全有機炭素の量） ｍｇ／㍑ 3 以下 0.9 0.4 0.48
46 　ＰＨ値 5.8-8.6 7.47 7.01 7.156
47 　味 検出されないこと 異常なし 異常なし 異常なし
48 　臭気 検出されないこと 異常なし 異常なし 異常なし
49 　色度 度 5 度以下 1 未満 1 未満 1 未満
50 　濁度 度 2 度以下 0.1 未満 0.1 未満 0.1 未満

平成23年度　水質基準項目の水質検査結果                     　　　　　　　　　　　　　　　  （給水栓で実施）

　まちの駅クロスピアくみやまは、まちの大きな魅力
である「ものづくりのまち久御山」を町内外に向けて
情報発信し、農商工が連携して魅力あふれるまちづく
りをおこなうためのシンボル施設として、4 月 25 日に
オープンして 2 周年を迎えます。
　そこで、まちの駅クロスピアくみやまは、クロスピ
アを拠点にさらなるにぎわいや情報を発信するため 2
周年記念イベントを開催します。
　まちの特産品等の販売、バス利活用のイベントや町
内企業の交流イベントなどを開催し、農商工それぞれ
の魅力を情報発信し、交流を深める企画を検討してい
ます。詳しい内容は、随時ホームページなどで紹介し
ていきます。ぜひ、２周年記念イベントにお越しくだ
さい。

　町内企業を対象に名刺交換会から始まる交流会を開
催します。これまで顔を合わせたことがなかった企業
同士が顔合わせや意見交換などをおこない、交流を深
め、人脈もひろげることによりつながり
を持ちませんか。
日時／ 4 月 20 日㈮
　　午後 6 時 30 分～ 9 時 30 分
対象／町内企業の経営者と従業員の皆さん

　町内で活動している下記の 3 つの企業家グループが、
グループの会議を、多くの皆さんに見に来ていただけ
るように会議をオープンにして開催します。興味のあ
る人は、ぜひお越しください。自由に出入りできます。
◎エージィフレンド久御山
町内企業の「ものづくり」のグループです。
日時／ 4 月 24 日㈫、午後３時～５時
◎久御山ものづくり会議 C-AMP（キャンプ）
町内企業の青年経営者・後継者のグループです。
日時／ 4 月 26 日㈭、午後 7 時～ 9 時
◎京都中小企業家同友会八幡・久御山支部
町内で活動されでいる企業家のグループです。
日時／ 4 月 27 日㈮、午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分

　うららかな春の日差しのもと、のってこバスに乗って町
内を散策し、気に入った場所で思い出の一枚を描きません
か？
　応募いただいた思い出の一枚は、5 月上旬から 6 月下旬
まで、まちの駅クロスピアくみやまで展示を予定しています。
日時／ 4 月 21日㈯・22 日㈰　午前 9 時～
対象／町内在住の小学生とその保護者、先

着 100 組
内容／のってこバスに乗って、町内のお気

に入りの場所で思い出の 1 枚を、Ｂ４のスケッチブッ
クに描いてください。画材は自由です。

参加賞／スケッチブック（Ｂ４）、色鉛筆
申し込み・問い合わせ／ 4 月 2 日㈪から10 日㈫までに、

①住所、②氏名、③児童の学年、④電話、⑤希望日時、
⑥使用するのってこバスの東ルートか西ルートを電話
またはファクシミリでまちの駅クロスピアくみやまへ。

問合せ／まちの駅クロスピアくみやま運営協議会事務局
　　☎ 075（632）2300、ファクシミリ 075（632）

2001、ホームページ http://crosspeer.jp

　土づくりからこだわった町内の農家が作った「新鮮
野菜」や特産品などを販売します。　
　いっぱい買に来てね！
日時／ 4 月 21 日㈯・22 日㈰、両日とも午前 9 時 30

分～

安全な水を皆さんにお届けするために
　水道水の水質検査結果をお知らせします。

　町では、住民の皆さんに安全な水道水を安心してご使用いただくために、水道法に基づく水質
検査を定期的におこなっています。検査は、皆さんにお届けする環境と同じ給水栓（蛇口の水）
でおこないます。
　平成 23 年度の水質検査結果は、次のとおりです。また、平成 24 年度水質検査計画を策定し
ました。計画書（全文）は、水道課の窓口や町ホームページでご覧いただけます。
　今後もより一層、安定した水質管理に努めます。
　問い合わせ／水道課

まちの駅クロスピアくみやま
2 周年記念イベントにお越しください。

4月20日
〜27日

つながろう  久御山工業交流会
【前夜祭】

オープン例会を開催

まちの野菜や特産品等の販売会

絵を描こう のってみよう のってこバス
～さあ、思い出の一枚を～

くみちゃん

▲まちの駅クロスピアくみやま

水

21・22 日は、のってこバス無料の日！
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快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
め
ざ
し
、
昭
和
57
年
度
か
ら
進
め
て
い
る

公
共
下
水
道
事
業
は
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
２
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
で

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
く
使
用
で
き
る
地
域
は
、
東
一
口
の
一
部
で
す
。
す
で
に
使
用
で
き

る
地
域
と
合
わ
せ
る
と
４
７
９
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
り
、
全
体
計
画
面
積
の

約
93
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
の
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
は
、
便
所

を
水
洗
化
し
、
生
活
排
水
と
と
も
に
、
公
共

下
水
道
管
に
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工

事
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
公
共
下
水
道
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、
く
み

取
り
式
便
所
は
３
年
以
内
、
浄
化
槽
設
置
便

所
は
６
か
月
以
内
に
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定
を
受
け
た

排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
で
な
い
と
施
工
で

き
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
１
２
４
業
者
を
指
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
下
水
道
課
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

町
で
は
、
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
地
域
の
ご
家
庭
が
、
水
洗

便
所
に
改
造
す
る
な
ど
の
排
水
設
備
工
事

で
、
設
備
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

町
内
の
金
融
機
関
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

★
融
資
制
度
が
利
用
で
き
る
人

　

次
の
①
か
ら
⑤
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
人
で
す
。（
工
場
や
事
業
所
は
除

き
ま
す
）

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し
た
生
計

を
営
ん
で
い
る
こ
と
。

②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

③
償
還
能
力
が
あ
る
こ
と
。

④
費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
こ
と
。

排
水
設
備
工
事
は
町
指
定
工
事
業
者
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
町
の
融
資
制
度

⑤
融
資
を
受
け
る
人
の
ほ
か
に
、
返
済
能

力
の
あ
る
保
証
人
を
一
人
立
て
ら
れ
る

こ
と
。

融
資
の
限
度
額
／
工
事
費
用
の
範
囲
内
で

１
０
０
万
円
以
内
（
１
万
円
単
位
）

融
資
期
間
／
84
か
月
（
７
年
）
以
内
（
６
か

月
単
位
）

融
資
利
率
／
年
利
1.0
パ
ー
セ
ン
ト

償
還
方
法
／
元
利
均
等
月
賦
償
還

利
子
補
給
／
融
資
を
受
け
た
と
き
か
ら
５
年

を
限
度
に
全
額
補
給
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料

　

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
使
用
水
量
に

よ
っ
て
算
定
し
、２
か
月
ご
と
（
偶
数
月
）
に

水
道
料
金
と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
定
期
的

に
排
水
設
備
の
「
ま
す
」
を
点
検
し
、
必
要

に
応
じ
て
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
ま
す
」
の
上
に
移
動
が
で
き
な
い

も
の
な
ど
は
置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

排
水
設
備
の
点
検

　狂犬病は、野生動物や家畜、もちろん人間にも感染し、
一度発病すると、治療法がなく必ず死亡する恐ろしい
病気です。
　現在、日本ではその発生を食い止めていますが、い
つ国内に侵入するかわかりません。必ず狂犬病予防注
射を受けてください。狂犬病の予防注射を受けないと、
愛犬だけでなくあなたや付近の人を危険にさらすこと
になります。室内犬でも狂犬病予防注射が必要です。
狂犬病予防注射と登録
　ご家庭や事業所等で飼われている生後 91 日以上の犬
は、法律により生涯に１回の登録と毎年１回の狂犬病
予防注射を受けなければなりません。
　右表の日程で集合注射をおこないますので、お近く
の会場で受けてください。
料金／注射料………………	 ２，６５０円
　　　注射済票交付手数料……	 ５５０円
　　　登録手数料…………	 ３，０００円
※すでに登録している犬の登録手数料は、必要ありま

せん。
問い合わせ / 環境保全課

東
一
口
地
区
の
一
部

▼

４
月
16
日
㈪

４
月
17
日
㈫

４
月
18
日
㈬

午前９時 30 分～10 時 10 分	 ミサワ林集会所
午前 10 時 20 分～11時	 栄３･４丁目集会所
午前 11時 10 分～11時 50 分	 栄中央公園（２丁目）
午後１時 10 分～１時 40 分	 佐古公民館入口
午後１時 50 分～２時 20 分	 松陽台集会所
午後２時 30 分～３時		  佐山集荷場（淨安寺南側）
午前９時 30 分～９時 50 分	 大橋辺公民館
午前 10 時～10 時 30 分	 北川顔公会堂
午前 10 時 40 分～11時 10 分	 藤和田公会堂
午前 11時 20 分～11時 50 分	 島田公会堂
午後１時 10 分～１時 40 分	 下津屋公民館
午後１時 50 分～２時 20 分	 田井公民館
午後２時 30 分～３時		  御牧保育所前
午前９時 30 分～10 時 10 分	 市田公民館
午前 10 時 20 分～10 時 50 分	 鈴間集会所
午前 11時～11時 30 分	 野村公会堂（北側）
午後１時 10 分～１時 40 分	 元ＪＡ京都やましろ　東一口事業所前
午後１時 50 分～２時 20 分	 坊之池公会堂
午後２時 30 分～３時		  役場前 ( 消防本部南側 )

時　　間 会　　場月日
▼狂犬病予防集合注射の日程

　町では、町内の四季折々の自然や文化、風景など町の魅力を伝える写真を
募集します。
　選考のうえ採用された作品は、町民カレンダーなどの印刷物や町ホームペー
ジなどに使用します。
規格／カラープリント４つ切りまたはＡ４

サイズ紙
注意事項／①おおむね１年以内に町内

で撮影された未発表のものに限りま
す。②作品の著作権は作者にありま
すが、使用権は町に帰属します。③
デジタル写真の場合、画像処理はお
こなわないでください。④町は、人
物など被写体に対する肖像権の侵害
などの責任は負いません。

応募・問い合わせ／９月 28 日㈮までに、
作品の裏面に住所・氏名・年齢・電
話番号・写真の題名・撮影場所・撮
影日をご記入のうえ、広報行政課へ。

　町では、公共交通バス利用の促進
を図るとともに、高齢者の外出を支
援し、老後の生活の充実を図るため、

「バスカード等購入高齢者助成金制
度」を今年度もおこないます。
対象／平成 24 年４月１日現在、町

内在住で 70 歳以上（昭和 17 年
4 月 1日以前生まれ）の人

助成額／購入代金の半額（2,500 円
を限度）

申請・問い合わせ／４月５日㈭から、
身分証明書と印鑑をご持参のう
え、都市計画課へ。

下水道で
　きれいな川と
　　　環境づくり

スマッシー

2.9
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

新
た
に
使
用
可
能
に

公共下水道

狂犬病予防注射を受けましょう

久御山の写真募集 バスカード購入助成

■下水道が使用できる区域
■新たに下水道が使用できるようになった区域
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契約

2012
 April 4

契約とは
　私たちは日常生活で多くの「契約」をしています。
例えば、コンビニでの小さな買い物も広い意味での「契
約」です。消費者トラブルは契約に関連した問題が多
く、契約の知識は悪質商法などの消費者トラブルを防
止するためにも役立ちます。
　契約は、お互いの合意があってはじめて成り立つも
のです。合意がなければ、契約は成立しませんし、義
務を負うこともありません。その合意の内容の証拠書
類が契約書です。契約条件が書かれた契約書にサイン
すると、その内容をよく読んでいなくても、原則とし
て記載された内容を全部承諾したものと見なされるた
め、契約書はよく読んでからサインすることが重要で
す。
　クレジット契約等法律で契約書の交付を業者に義務
づけている場合もありますが、口頭でも契約条件を明
確にして合意しているときは契約が成立します。いっ
たん成立した契約は、一方の都合だけで勝手に解約す

ることはできません。契約を守らないと、法的に履行
の強制や、債務不履行として損害賠償の責任を負う場
合があります。
　しかし、消費者と事業者の情報量、交渉力等には大
きな格差があるため、消費者から契約後に解約できる
場合がありますが、成立した契約を全て解約できるの
はクーリング・オフや未成年者契
約の取消権、消費者契約法による
取消等の適用となる場合などごく
一部に限られます。
　くれぐれも契約に際してはよく
考え、書面等があれば、必ず内容
を確認し、納得してから契約をするようにしましょう。

トラブルに巻きこまれたら、１人で悩まず府消費生活
安全センター☎ 075（671）0004、府山城広域振興
局商工観光室☎ 0774（21）2103 または町産業課へ
ご相談ください。

70

録
す
る
。）
座
っ
て
１
～
２
分
待
ち
、
落
ち

着
い
て
か
ら
測
る
。

※
夕
食
前
、
服
薬
前
、
入
浴
前
、
飲
酒
前
の

測
定
な
ど
、
主
治
医
の
先
生
か
ら
指
示
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
指
示
に
従
っ
て
測
定

す
る
。

◦
測
定
回
数

１
機
会
に
つ
き
１
回
以
上
（
１
～
３
回
）

◦
記
録

こ
ま
め
に
測
定
値
を
記
録
し
ま
し
ょ
う
。

◆
早
朝
高
血
圧
に
も
注
意
！

　

血
圧
は
昼
間
、
病
院
な
ど
で
測
定
し
た
数

値
が
正
常
で
あ
っ
て
も
、
早
朝
の
起
床
後
に

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
早
朝
高
血
圧
と
呼
び
ま
す
。
早
朝
高
血
圧

は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ

す
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
、
家
庭
で
の
血
圧

測
定
で
確
認
で
き
ま
す
。
と
く
に
高
血
圧
を

治
療
中
の
人
は
、
血
圧
を
就
寝
前
と
早
朝
に

測
定
し
、
早
朝
の
血
圧
だ
け
高
く
な
っ
て
い

な
い
か
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

荒
見
苑
の
教
室

▼
写
真
教
室

　

高
齢
者
を
対
象
に
写
真
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
①
５
月
７
日
㈪　

午
前
９
時
～
午
後

４
時　

②
５
月
14
日
㈪　

午
前
10
時
～

正
午

場
所
／
①
神
崎
農
村
公
園

ヨ
ー
デ
ル
の
森　

②
荒

見
苑

対
象
／
町
内
在
住
の
60
歳
以

上
で
２
日
と
も
参
加
で
き
る
人

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
１
，
３
０
０
円
（
入
場
料
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
３
日
㈫
か

ら
同
苑
へ
。
電
話
可　

い
き
が
い
大
学

　

町
で
は
、
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
人

生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
幅
広
い
分
野

に
つ
い
て
学
習
す
る
た
め
、
い
き
が
い
大
学

を
開
講
し
ま
す
。

日
程
／
５
月
～
翌
年
２
月

場
所
／
中
央
公
民
館
な
ど

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
26
日
（
木
）

ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可

※
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
加
入
者
は
、
各
単
位
ク
ラ

ブ
で
申
し
込
み
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

　

第     

回
京
都
府
女
性
の
船

　

府
で
は
、
地
域
づ
く
り
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

に
関
心
の
あ
る
女
性
に
学
習
・
交
流
の
機
会

を
提
供
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
、

男
女
共
同
参
画
に
よ
る
豊
か
な
京
都
府
づ
く

り
を
め
ざ
す
「
京
都
府
女
性
の
船
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
／
６
月
15
日
㈮
～
18
日
㈪
の
３
泊
４
日

※
６
月
２
日
㈯
に
事
前
研
修
、
７
月
21
日
㈯

に
事
後
研
修
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
地
／
北
海
道
（
往
路
…
フ
ェ
リ
ー
、
復

路
…
飛
行
機
）

内
容
／
講
義
、
テ
ー
マ
別
学
習
会
、
現
地
活

動
団
体
と
の
交
流
会

募
集
人
員
／
１
０
０
人

応
募
資
格
／
府
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女
性

参
加
費
／
３
０
，
０
０
０
円

申
し
込
み
／
町
社
会
教
育
課
に
備
え
付
け
の

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
４
月
13
日
㈮
ま
で
に
同
課
へ
。

※
申
込
書
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.kyoto.jp/josei/

annai.htm
l

問
い
合
わ
せ
／
府
男
女
共
同
参
画
課
☎

０
７
５
（
４
１
４
）
４
２
９
１

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

町
で
は
、
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧

と
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
記
載
し
た
「
縦

覧
帳
簿
」
で
、
所
在
地
別
に
評
価
額
を
縦
覧

で
き
ま
す
。

　

期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す
。

縦
覧
期
間
／
４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日
㈭　

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
で
き
る
人
／
久
御
山
町
の
固
定
資
産
税

の
納
税
者
（
土
地
の
み
の
納
税
者
は
土

地
だ
け
、
家
屋
の
み
の
納
税
者
は
家
屋

だ
け
の
縦
覧
に
限
ら
れ
ま
す
）、
相
続
人

（
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要
）、
納
税
管
理

人
、
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

縦
覧
に
必
要
な
も
の
／
運
転
免
許
証
、
納
税

通
知
書
な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

町
・
府
民
税
の
徴
収
方
法

　

65
歳
未
満
で
公
的
年
金
な
ど
と
給
与
の
両

方
の
所
得
が
あ
る
人
（
給
与
か
ら
町
・
府
民

税
が
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
人
に
限
る
）
の

町
・
府
民
税
の
徴
収
方
法
は
、
給
与
所
得
に

係
る
税
額
と
あ
わ
せ
て
給
与
か
ら
引
き
落
と

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
月
16
日
㈪
ま
で
に
税
務
課
へ

申
し
出
ら
れ
た
場
合
に
限
り
、
公
的
年
金
な

ど
の
所
得
に
係
る
税
額
分
は
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
、
給
与
所
得
に
係
る
税
額
分
は

32

給
与
か
ら
引
き
落
と
し
て
支
払
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

　

町
・
府
民
税
の
納
期
を
変
更

　

町
で
は
、
町
民
税
・
府
民
税
の
納
期
を
変

更
し
ま
す
。

　

第
３
期
を
９
月
か
ら
11
月
へ
、
第
４
期
を

11
月
か
ら
翌
年
１
月
へ
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、第
１
期（
６
月
）お
よ
び
第
２
期（
８

月
）
は
変
更
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納

　

税
金
や
保
険
料
、
保
育
料
が
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
手
数
料
不
要
で
、
休
日
、
夜

間
も
納
付
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

対
象
税
目
等
／
①
町
民
税
・
府
民
税
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
②
介
護
保
険

料
、
③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
④

幼
稚
園
保
育
料
、
保
育
所
保
育
料

利
用
可
能
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
／
セ
ブ

ン
─
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ン
ク
ス
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、

ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
、
ミ
ニ
ス

ト
ッ
プ
等

※
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
納
付

書
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
①
税
務
課
、

②
長
寿
健
康
課
、

　
　

③
国
保
医
療
課
、

　
　

④
学
校
教
育
課

生
活
習
慣
病
を
考
え
よ
う
！

　

脳
卒
中
を
予
防
す
る
た
め
に
高
血
圧
か

ら
治
し
ま
し
ょ
う

若年～中年の人	 130/85mmHg 未満

高齢 (65 歳以上 )	 140/90mmHg 未満
の人

糖尿病や腎障害、
心筋梗塞後の人	

130/80mmHg 未満

脳血管障害の人	 140/90mmHg 未満

▼高血圧の治療目標値
◆
高
血
圧
の
人
は
し
っ
か
り
管
理

　

高
血
圧
の
人
は
、
治
療
目
標
値
ま
で
し
っ

か
り
血
圧
を
下
げ
る
た
め
に
生
活
習
慣
の

改
善
や
、
薬
物
治
療
を
始
め
た
人
は
継
続
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
家
庭
で
の
血
圧
の
測
り
方

（
自
分
の
血
圧
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
）

・
測
定
時
の
条
件

朝
、
血
圧
を
測
る
場
合

　

起
床
後
１
時
間
以
内
、
排
尿
後
、
朝
の
服

薬
前
、
朝
食
前
に
測
る
。
座
っ
て
１
～
２
分

待
ち
、
落
ち
着
い
て
か
ら
測
る
。

夜
、
血
圧
を
測
る
場
合

　

就
寝
前
に
測
る
（
飲
酒
や
入
浴
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
血
圧
値
と
同
時
に
記
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緊
急
速
報
メ
ー
ル
配
信
開
始

　

町
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
災
害
・
避
難

情
報
を
よ
り
多
く
の
人
へ
迅
速
に
提
供
す
る

た
め
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
緊
急
速
報
「
エ

リ
ア
メ
ー
ル
」
を
平
成
23
年
12
月
１
日
か
ら

運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
３
月
１
日
か

ら
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
ａ
ｕ
）
㈱
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
モ
バ
イ
ル
㈱
で
も
、
配
信
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

各
社
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
し
、
配
信
エ
リ
ア
内
の
対
応
携
帯
電
話
へ

一
斉
に
緊
急
情
報
を
配
信
し
ま
す
。
提
供
す

る
情
報
は
、
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
、
そ
の
他
緊
急
情
報
で
す
。

◦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
は
不
要
で
、
対

応
し
た
機
種
の
携
帯
電
話
で
あ
れ
ば
自
動
受

信
し
ま
す
。

◦
通
信
料
等
は
無
料
で
す
。

◦
対
応
機
種
や
受
信
情
報
な
ど
、
詳
し
く

は
、各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
各
社
の
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
…
緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
公
式
サ
イ
ト
）
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ(

ａ
ｕ)

…
緊
急
速
報
メ
ー
ル
「
災
害
・
避

難
情
報
」（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
公
式
サ
イ
ト
）
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
…
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
公
式
サ
イ
ト
）

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な
活

動
を
す
る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
お
渡
し
し
ま
す
。
利
用
券
は
、
町
と
契
約

す
る
京
都
府
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
で
、
利
用

で
き
ま
す
。
４
月
中
に
申
請
さ
れ
た
人
に
は
、

１
年
分
を
発
行
し
ま
す
。

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
・
下
肢
・

体
幹
・
心
臓
・
じ
ん
臓
・
肝
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
）
１
級
か
ら
３
級
の
人
、

療
育
手
帳｢

Ａ｣

の
人

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

社
会
福
祉
課
へ
。

　

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
精
神

に
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
仲
間
と
交
流

し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く

サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
６
日
㈮
・
20
日
㈮　

午
前
11
時

～
午
後
２
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
料
理
作
り

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

献
血

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
４
週
間
を

経
過
し
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
積
極
的

な
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
16
～
17
歳
は
２
０
０
ml
の
み
可
能
、
ま
た

65
歳
以
上
の
献
血
は
、
60
～
64
歳
の
間
に

献
血
経
験
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

日
時
／
４
月
11
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
／
イ
オ
ン
久
御
山
店　

北
側
入
口
付
近

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
ま
た
は
府
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
５
（
５
３
１
）

０
１
１
１

　

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
助
成

　

国
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業
が
、

平
成
24
年
度
末
（
平
成
25
年
３
月
31
日
）
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
次
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
公
費
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
子
宮
頸
が
ん
予
防
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン

　

女
性
の
が
ん
の
死
亡
率
が
高
い
子
宮
頸
が

ん
の
原
因
の
主
な
も
の
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
で
あ
り
、
こ
の
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
の
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
有
効
で
す
。

対
象
／
中
学
校
１
年
生
～
高
校
１
年
生
の
学

年
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
子
（
平
成
８

年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
女
子
）

※
た
だ
し
、
平
成
24
年
度
高
校
２
年
生
の

学
年
に
相
当
す
る
女
子
（
平
成
７
年
４
月

２
日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
は
、

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
初
回
接
種
を

開
始
し
た
場
合
に
限
り
、
平
成
24
年
度
末

ま
で
費
用
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）
ワ
ク

チ
ン

　

ヒ
ブ（
Ｈ
ｉ
ｂ
）ワ
ク
チ
ン
で
ヘ
モ
フ
ィ

ル
ス
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）

に
よ
る
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
し
ま
す
。

対
象
／
０
～
４
歳
の
乳
幼
児

▼
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

肺
炎
球
菌
に
よ
る
細
菌
性
髄
膜
炎
を

予
防
し
ま
す
。

対
象
／
０
～
４
歳
の
乳
幼
児

※
接
種
回
数
、
接
種
間
隔
等
は
、
予
防
接
種

の
種
類
や
年
月
齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
接
種
さ
れ
る
医
療
機
関
ま
た
は
長
寿

健
康
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
府
内
の
協
力
医
療
機
関
で
接
種

で
き
ま
す
。
府
外
の
医
療
機
関
お
よ
び
府

内
の
協
力
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
長
寿
健
康
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
同
課

　

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

の
費
用
を
助
成

　

町
で
は
、
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受

け
た
と
き
の
費
用
を
助
成
す
る
平
成
24
年
度

分
の
利
用
券
（
12
枚
）
を
発
行
し
ま
す
。

助
成
金
額
／
施
術
費
の
う
ち
、
町
と
施

術
所
が
各
１
，
０
０
０
円
、
合
計
２
，

０
０
０
円
を
助
成

利
用
方
法
／
利
用
券
を
施
術
所
で
使
用
（
制

度
加
入
施
術
所
の
み
有
効
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、
長
寿
健
康
課
へ
。
代
理
人
の

場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

※
申
請
月
が
遅
れ
る
と
利
用
券
の
枚
数
が
減

り
ま
す
。
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入
等
支
援

　

町
で
は
、
在
宅
で
徘
徊
行
動
の
あ
る
認
知

症
高
齢
者
（
以
下
在
宅
徘
徊
高
齢
者
）
を

介
護
し
て
い
る
ご
家
族
等
を
支
援
す
る
た
め
、

位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
必
要
と
な
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
在
宅
徘

徊
高
齢
者
に
位
置
情
報
検
索
端
末
機
を

持
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
人
が
行
方
不
明
と

な
っ
た
と
き
に
、
介
護
者
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
応
じ
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
か
ら
の
電

波
を
受
信
し
、
そ
の
位
置
の
情
報
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

対
象
／
町
内
在
住
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認

定
者
で
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
在
宅

徘
徊
高
齢
者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
等

助
成
費
用
／
①
位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
加

入
時
に
必
要
な
加
入
料
金
お
よ
び
付
属

品
セ
ッ
ト
に
係
る
初
期
費
用
（
在
宅
徘

徊
高
齢
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。）

　
　

②
年
度
内
に
支
払
っ
た
基
本
料
金
の
総

額
の
２
分
の
１
（
３
，
０
０
０
円
が
上

限
）

※
①
、
②
以
外
に
必
要
と
な
る
費
用
（
位
置

情
報
提
供
料
金
、
現
場
急
行
料
金
、
バ
ッ

テ
リ
ー
交
換
代
金
等
）
に
つ
い
て
は
、
ご

本
人
負
担
に
な
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
長
寿
健
康
課
へ
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス

　

町
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
ま
た

は
居
宅
の
要
援
護
高
齢
者
に
、
日
常
生
活
の

支
援
や
安
否
の
確
認
を
す
る
た
め
、
お
昼
ご

は
ん
を
ご
自
宅
ま
で
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

配
達
日
／
毎
週
月
曜
・
木
曜
日
（
週
１
回
の

み
の
配
食
も
可
）

※
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く

対
象
／
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人
ま
た
は
配
食
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
人

費
用
／
ご
飯
と
お
か
ず
セ
ッ
ト
５
５
０
円
、

お
か
ず
セ
ッ
ト
５
０
０
円　

い
ず
れ
も

１
食
分

※
支
払
い
方
法
は
、
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

　
（
別
途
、
１
か
月
85
円
の
手
数
料
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

非
自
発
的
失
業
者
の

　

国
民
健
康
保
険
税
軽
減

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
っ
た
人
で
、

次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
申
請
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
／
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
ま
た

は
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
離
職
理
由
の
番
号
が
、
11
・
12
・

21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
の
人
）

軽
減
期
間
／
離
職
日
の
翌
日
の
月
か
ら
翌
年

度
末
ま
で
の
期
間
（
会
社
の
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
さ

れ
る
と
終
了
と
な
り
ま
す
）

軽
減
額
／
対
象
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
国
保
税
を

算
出
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
国
保
医
療
課
へ
。

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・
脱
退

　

国
民
健
康
保
険
は
、
次
表
の
よ
う
な
場
合

は
、
14
日
以
内
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
は
、
医
療
費
が
全

額
負
担
に
な
っ
た
り
、
国
民
健
康
保
険
税
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
国
保
医
療
課
へ
速
や
か
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

　

外
来
高
額
療
養
費
の
取
扱
い

　

こ
れ
ま
で
は
、
１
か
月
あ
た
り
の
外
来
医

療
費
が
一
定
の
金
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）

を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
を
払
い
戻

し
す
る
手
続
き
が
必
要
で
し
た
が
、
４
月
１

日
か
ら
入
院
時
と
同
様
に
「
限
度
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
限
度
額
を
超
え
る
分
を

窓
口
で
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
認
定
証
は
、
申
請
に
よ
っ
て
交
付

し
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

ま
た
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
、

外
来
で
高
額
な
医
療
費
を
支
払
わ
れ
て
い
る

人
や
入
院
の
予
定
が
あ
る
人
は
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
限
度
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
場
合
、

そ
の
認
定
証
は
有
効
期
限
ま
で
高
額
外
来

診
療
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
同
一
医
療
機
関
で
の
受
診
の
み
適
用
さ
れ

ま
す
。
同
一
月
に
複
数
の
医
療
機
関
で
受

診
さ
れ
た
場
合
は
、
従
前
ど
お
り
払
い
戻

し
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
70
歳
以
上
の
人
は
、
限
度
額
認
定
証
の
交

付
が
不
要
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

設
置
費
補
助
金
制
度

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
個
人
お
よ
び
中
小

企
業
者
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
町
内
に
所
在
す
る
住
宅
ま
た
は
事
業

所
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

国
の
補
助
制
度
（
住
宅
用
太
陽
光
発
電

導
入
支
援
復
興
対
策
費
補
助
金
ま
た
は

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
事
業
者
支
援
対
策
費

補
助
金
）
の
交
付
額
確
定
を
受
け
た
個

人
お
よ
び
中
小
企
業
者

補
助
金
額
／
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
出
力

１
㌗
当
た
り
３
万
円
（
上
限
…
個
人

15
万
円
、
中
小
企
業
者
30
万
円
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
国
の
補
助
制
度
の
交

付
額
確
定
通
知
日
か
ら
１
年
以
内
に
環

境
保
全
課
へ
。

※
本
年
度
の
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

こんなとき

職場の健康保険をや

めたとき、または被扶

養者からはずれたとき

職場の健康保険に加

入したとき、または被

扶養者になったとき

生活保護を受けなく

なったとき

届出に必要なもの

職場の健康保険をやめた証

明書または被扶養者ではな

い理由の証明書、印鑑

国民健康保険証と職場の健

康保険証（本人および被扶

養者）、印鑑

保護廃止決定通知書、印鑑

※�証明書や決定通知書は、即時発行されない場合が
あります。そのような場合は、国保医療課にご相
談ください。
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お
も
ち
ゃ
病
院

　

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
お
こ
な
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

内
容
／
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
の
修
理

費
用
／
無
料

※
部
品
交
換
が
必
要
な
と
き
は
、
実
費
を
い

た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
こ
こ
ろ
」
が
、

ご
自
宅
に
訪
問
し
、
昔
懐
か
し
い
話
や
楽
し

い
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

対
象
／
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
一
人
暮
ら

し
・
高
齢
者
世
帯
夫
婦
、
介
護
す
る
人

利
用
／
月
１
・
２
回　

１
回
１
時
間
程
度

費
用
／
無
料

日
時
／
相
談

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協

議
会

　

お
花
見
市
場
一
般
開
放
２
０
１
２

　

府
南
部
総
合
地
方
卸
売
市
場
で
は
、「
第

２
回
お
花
見
市
場
一
般
開
放
２
０
１
２
」
を

開
き
ま
す
。

日
時
／
４
月
８
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～
午

後
１
時
30
分

場
所
／
府
南
部
総
合
地
方
卸
売
市
場
（
宇
治

市
伊
勢
田
町
西
遊
田
90
）

内
容
／
お
茶
席
・
休
憩
エ
リ
ア
、
即
売
エ
リ

ア
（
鶏
肉
、
水
産
加
工
品
、
野
菜
・
果

実
、
花
き
等
の
販
売
）、
飲
食
サ
ー
ビ
ス

（
模
擬
店
）、
催
し
エ
リ
ア
（
和
太
鼓
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
、
大

正
琴
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
演
奏
）
問
い
合

わ
せ
／
㈱
京
都
総
合
食
品
セ
ン
タ
ー
☎

０
７
７
４
（
２
０
）
２
８
２
５

※
お
近
く
の
人
は
、
徒
歩
・
自
転
車
等
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

　

会
員
登
録

　

町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
で
は
、
平
成

24
年
度
連
盟
の
登
録
団
体
の
受
付
を
お
こ
な

い
ま
す
。
希
望
団
体
は
、
４
月
27
日
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
団
体
：
中
学
生
以
上
の
町
内
在

住
在
勤
者
４
人
以
上
の
団
体

町
外
団
体
：
連
盟
の
運
営
目
的
に
賛
同

で
き
る
団
体(

中
高
校
生
は
除
く)

年
会
費
／
１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円
（
１
団
体

何
チ
ー
ム
で
も
登
録
可
能
。
登
録
数
に

応
じ
て
会
員
価
格
で
大
会
等
に
参
加
で

き
ま
す
。）

登
録
期
間
／
平
成
24
年
４
月
１
日
～
平
成
25

年
３
月
31
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
体
育
協
会
事

務
局

　

町
総
体
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
／
①
５
月
20
日
㈰
、
②
23
日
㈬　

午
前

８
時
～

※
ど
ち
ら
か
の
希
望
日

場
所
／
協
和
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

対
象
／
町
内
在
住
・

在
勤
の
人
、
ゴ

ル
フ
協
会
会
員

費
用
／
①
１
４
，
５
０
０
円
（
プ
レ
ー
費

１
２
，
５
０
０
円
）　

②
１
０
，
０
０
０

円
（
プ
レ
ー
費
８
，
０
０
０
円
）

※
①
は
昼
食
費
別
、
②
は
昼
食
費
込

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
６
日
㈰
ま

で
に
、町
ゴ
ル
フ
協
会
（
玉
城
昇
さ
ん
宅
）

☎
０
７
７
４
（
４
３
）
５
８
４
０
へ
。

　

今
月
は
、
東
一
口
公
会
堂
を
お
借
り
し
て
開

き
ま
す
。

日
時
／
４
月
６
日
㈮
・
20
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

場
所
／
東
一
口
公
会
堂

　

毎
月
第
２・４
金
曜
日
に
開
い
て
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
13
日
㈮
・
27
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

　

親
子
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
４
月
12
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

　

大
き
な
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
み
ん
な
で
作

り
ま
し
ょ
う
。
パ
パ
の
応
援
大
歓
迎

日
時
／
４
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
駐
車
場

※
雨
天
の
時
は
、
室
内
で
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を

作
り

　

天
然
の
植
物
オ
イ
ル
を
使
い
、
赤
ち
ゃ

ん
の
心
と
か
ら
だ
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
25
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
～
正

午
〈
申
し
込
み
と
費
用
〉

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま

た
は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の

保
護
者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
４
月
８
日
㈰
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー

ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
へ
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い

教
室
は
無
料
で
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
購
入
の
補
助

　

町
で
は
、
家
庭
で
の
ご
み
の
減
量
化
を
図

る
た
め
に
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

に
対
し
て
補
助
を
し
ま
す
。　

生
ご
み
処
理

機
で
作
ら
れ
た
堆
肥
は
、
有
機
肥
料
と
し
て

家
庭
菜
園
な
ど
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額
／
購
入
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度

額
２
万
５
千
円
）

必
要
書
類
等
／
販
売
店
の
証
明
書
（
仕
様
が

分
か
る
も
の
。
取
扱
説
明
書
で
も
可
）、

領
収
書
、
補
助
金
の
振
込
先
が
分
か
る

も
の
、
印
鑑

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
試
験

願
書
配
布
日
時
／
①
調
理
師
…
４
月
20
日
㈮

ま
で　

②
製
菓
衛
生
師
…
４
月
26
日
㈭

ま
で

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
土

曜
・
日
曜
日
と
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除

く
）
ま
で
で
最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
願
書
配
布
場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
お
よ
び

府
田
辺
総
合
庁
舎

出
願
日
時
／
①
４
月
16
日
㈪
～
20
日
㈮　

②

４
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮　

い
ず
れ
も
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く

出
願
場
所
／
同
保
健
所
お
よ
び
同
総
合
庁
舎

※
郵
送
不
可

試
験
日
時
／
６
月
３
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

試
験
会
場
／
長
浜
バ
イ
オ
大
学
京
都
Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｕ
Ｓ
烏
丸
学
舎
（
京
都
市
北
区
）

受
験
手
数
料
／
①
６
，
１
０
０
円　

②
９
，

４
０
０
円

問
い
合
わ
せ
／
同
保
健
所
衛
生
室
☎
０
７ 

７
４
（
２
１
）
２
９
１
２

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
「
や
さ
し
さ
を　

乗
せ
て
走
ろ
う　

京
の

春
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
４
月
６
日
㈮
か
ら

15
日
㈰
ま
で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
特
に
４
月
10
日
㈫
は
、
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
づ
け
、
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
あ
ら
た
め
て
交
通
安
全
の
意

識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
動
の
基
本
は
「
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」、
運
動
の
重
点
は
、

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進　

②
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底　

③
飲
酒
運
転
の

根
絶
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
建
設
整
備
課

　

保
育
士
試
験

　

平
成
24
年
度
保
育
士
試
験
の
実
施
要
項
の

配
布
が
始
ま
り
ま
す
。
郵
送
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
験
申
請
受
付
期
間
は
、
４
月
２
日
㈪
か

ら
５
月
14
日
㈪
ま
で
で
す
。

〈
郵
送
で
の
請
求
〉

請
求
先
／
手
引
き
請
求
と
朱
書
き
し
た
封
書

に
、
請
求
者
の
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番

号
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
型
２

号
）
を
同
封
し
て
、
保
育
士
試
験
事
務

セ
ン
タ
ー
（
〒
171-

8536
東
京
都
豊
島
区

高
田
３
─
19
─
10
）
へ
。

※
郵
送
料
は
受
験
手
数
料
と
合
わ
せ
後
日
納
入

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
請
求
〉

請
求
先
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
請
求

　
　

�http://w
w

w
.hoyokyo.or.jp/

exam
/

問
い
合
わ
せ
／
保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー

7
０
１
２
０
（
４
１
９
４
）
８
２
へ
。

　

高
速
道
路
へ
の
誤
進
入

　

第
二
京
阪
道
路
・
京
滋
バ
イ
パ
ス
で
は
近

年
、
歩
行
者
や
自
転
車
、
原
付
が
料
金
所
出
入

り
口
や
の
り
面
か
ら
進
入
す
る
事
例
が
よ
く

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
も
こ
う
い
っ

た
可
能
性
を
予
測
し
て
い
な
い
た
め
、
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
幼
児
が
お
ら
れ
る
ご
家
庭
で
は
、

特
に
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
西
日
本
高
速
道
路
㈱
関
西

支
社　

茨
木
管
理
事
務
所
☎
０
７
２

（
６
２
２
）
４
８
８
７

　

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー

　

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
と
行
政
と
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
河
川
と
地
域
と
の
良

好
な
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
人
で
す
。

　

河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、
淀

川
発
見
講
座
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
養
成
講
座
の
受

講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

受
講
生
募
集
期
間
は
、
４
月
５
日
㈭
か
ら

５
月
21
日
㈪
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
国
土
交
通
省
淀

川
河
川
事
務
所
内
の
淀
川
管
内
河
川
レ

ン
ジ
ャ
ー
事
務
局
☎
０
７
２（
８
６
１
）

６
８
０
１
へ
。

※
詳
し
く
は
、
同
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

http://w
w

w
.river-ranger.jp/

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

　

社
会
見
学

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
の
70
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
交
流

を
目
的
に
社
会
見
学
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
12
日
㈭　

午
前
10
時
10
分
～
午

後
４
時
30
分

行
き
先
／
北
淡
震
災
記
念
公
園
（
淡
路
島
）

対
象
／
町
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人

定
員
／
45
人

費
用
／
１
，
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
６
日
㈮
ま

で
に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
、
同
協
議

会
へ
。

※
同
協
議
会
で
の
集
合
・
解
散
と
な
り
ま
す
。

　

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
お
こ
な
い

ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
16
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

※
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
合

内
容
／
公
園
遊
び

行
き
先
／
鴻
巣
運
動
公
園
（
城
陽
市
）

対
象
／
就
園
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

持
ち
物
／
弁
当
・
水
筒
・
お
手
拭

定
員
／
15
組

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
２
日
㈪
か

ら
10
日
㈫
ま
で
に
同
協
議
会
へ
。

町
の
施
設

ス
ポ
ー
ツ

休
館
日　

毎
週
日
曜
・
月
曜
日
、
祝
日

　
　
　
　
（
第
１
日
曜
日
を
除
く
）

申
し
込
み
は
４
月
３
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
休
館

30
日
㈪
は
開
館　

５
月
１
日
㈫
は
休
館

地
域
で
あ
そ
ぼ
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

親
子
ひ
ろ
ば

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

親
子
で
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
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日
時
／
①
４
月
14
日
㈯
・
②
28
日
㈯　

午
前

９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪

投
げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
な
ど

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
13
日
か
ら
６
月
29
日(

６
月
１

日
を
除
く)

ま
で
の
毎
週
金
曜
日(

10

回
コ
ー
ス)　

１
部
：
午
前
10
時
～
11

時　

２
部
：
午
前
11
時
15
分
～
午
後
０

時
15
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人(

中
学
生
を
除
く)

講
師
／
木
場
敦
子
さ
ん

定
員
／
各
先
着
30
人

費
用
／
各
３
，
５
０
０
円

日
時
／
５
月
９
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日(

８
回
コ
ー
ス)　

午
前
10
時

30
時
～
11
時
30
分

※
休
館
日
で
す
が
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
／
15
歳
以
上
の
人(

中
学
生
を
除
く)

内
容
／
呼
吸
法
を
活
用
し
な
が
ら
、主
に
体
幹

を
ゆ
る
や
か
に
鍛
え
ま
す
。

講
師
／
新
井
美
津
子
さ
ん

定
員
／
先
着
20
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

日
時
／
４
月
24
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日(

８
回
コ
ー
ス)　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人(

中
学
生
を
除
く)

講
師
／
黒
川
ま
さ
み
さ
ん

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

日
時
／
５
月
14
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
の
毎

週
月
曜
日(

８
回
コ
ー
ス)　

午
後
７
時

30
時
～
８
時
30
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人(

中
学
生
を
除
く)

内
容
／
腹
筋
や
背
筋
な
ど
の
体
幹
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
鍛
え
ま
す
。

講
師
／
永
井
英
聡
さ
ん

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

日
時
／
５
月
17
日
か
ら
７
月
19
日(

６
月
７

日
・
７
月
５
日
を
除
く)

ま
で
の
毎
週
木

曜
日(

８
回
コ
ー
ス)　

午
前
10
時
30
時

～
11
時
45
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人(

中
学
生
を
除
く)

講
師
／
高
橋
恭
子
さ
ん

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

日
時
／
４
月
24
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日(

８
回
コ
ー
ス)　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

場
所
／
中
央
公
園
庭
球
場

対
象
／
15
歳
以
上
の
人(

中
学
生
を
除
く)

講
師
／
京
都
府
テ
ニ
ス
協
会

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

日
時
／
４
月
21
日
か
ら
６
月
16
日
（
５
月
26

日
を
除
く
）ま
で
の
毎
週
土
曜
日(

７
回

コ
ー
ス)　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
～
６
年
生

講
師
／
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
７
０
０
円

日
時
／
５
月
12
日
か
ら
７
月
７
日(

５
月
19

日
・
６
月
９
日
を
除
く)

ま
で
の
毎
週
土

曜
日(

７
回
コ
ー
ス)　

午
前
10
時
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
年
中
・
年
長
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

講
師
／
荒
井
敏
江
さ
ん

定
員
／
先
着
20
組

費
用
／
７
０
０
円

日
時
／
５
月
12
日
か
ら
７
月
７
日
（
５
月
26

日
を
除
く
）ま
で
の
毎
週
土
曜
日(

８
回

コ
ー
ス)　

午
後
２
時
～
４
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生
の
女

子

講
師
／
北
村
啓
子
さ
ん

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
８
０
０
円

日
時
／
４
月
26
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
庭
木
の
剪
定
の
コ
ツ
や
樹
木
管
理
を

学
び
ま
す
。

講
師
／
永
野
晃
男
さ
ん

定
員
／
15
人

費
用
／
１
０
０
円

持
ち
物
／
軍
手
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
、
帽
子
、
筆
記
用
具

※
剪
定
は
さ
み
を
お
持
ち
の
人
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※
講
話
の
あ
と
、
実
地
講
習
を
中
央
公
園
で

お
こ
な
う
予
定
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

（
入
門
編
）

日
時
／
４
月
17
日
㈫
・
20
日
㈮
・
24
日
㈫
・

27
日
㈮
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
後
７
時

～
９
時　

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
今
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
る
人
の
た

め
の
基
礎
か
ら
学
べ
る
コ
ー
ス
で
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要

日
時
／
４
月
25
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す

日
時
／
４
月
18
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
３

時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

日
時
／
４
月
13
日
㈮
・
27
日
㈮　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

日
時
／
４
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

人

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
脳
の
若

返
り
を
図
り
ま
す
。

定
員
／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

日
時
／
①
４
月
14
日
㈯
、
②
27
日
㈮　

い
ず

れ
も
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分　
　

※
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で

内
容
／
①
惑
星
と
春
の
星
座
を
観
察
し
ま
す
。

　
　

②
月
と
惑
星
を
観
察
し
ま
す
。

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

日
時
／
４
月
14
日
㈯　

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時　

15
日
㈰　

③
午
前

９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～
５
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
杉
板
で「
か
べ
か
ざ
り
」を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
８
人

費
用
／
１
０
０
円

日
時
／
４
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い

ね
い
に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

日
時
／
４
月
21
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
小
学
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

内
容
／
顕
微
鏡
で
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
観
察
し

ま
す
。

定
員
／
10
組

日
時
／
４
月
28
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
保
護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

日
時
／
４
月
29
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４

時　
　
　
　
　
　
　

対
象
／
町
内
在
住
の
人

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
幼
児
の
参
加
可
）

内
容
／
白
川
林
道
と
天
ヶ
瀬
森
林
公
園
で
夏

鳥
を
観
察
し
ま
す
。

定
員
／
20
人

日
時
／
４
月
８
日
㈰
・
15
日
㈰
・
22
日
㈰

　
　

午
前
10
時
～
10
時
40
分　

４
月
５
日

㈭
・
10
日
㈫
・
26
日
㈭　

午
後
７
時
～

７
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

申
し
込
み
は
４
月
２
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
４
月
２
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
１
０
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

中
央
公
民
館

※施設予約の受付時間が変わります。
　ゆうホールと総合体育館は、受付時間を午後 9 時まで延長します。

パ
ソ
コ
ン
教
室

童
謡
を
楽
し
む
会

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

漢
字
出
直
し
塾

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

週
末
の
星
空
観
察
会

小
学
生
工
作
教
室

漢
字
の
達
人
教
室

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

身
近
な
野
鳥
観
察
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

使
用
講
習
会
＆
相
談
日

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

春
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

か
ん
た
ん
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

春
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

初
級
テ
ニ
ス
教
室

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

親
子
体
操
教
室

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

剪
定
教
室
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図
書
館

ヘ
ル
シ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
／
４
月
24
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
春
の
草
花
を
使
っ
て
寄
せ
植
え
を
学

び
ま
す
。

講
師
／
石
川
潤
さ
ん

定
員
／
20
人

費
用
／
１
，
５
０
０
円

持
ち
物
／
軍
手
、エ
プ
ロ
ン
（
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
）、
筆
記
用
具

※
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
中
止
ま
た

は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

５
月
か
ら
始
ま
る
年
間
講
座
の
受
講
生
を

先
着
順
で
募
集
し
ま
す
。

　

年
会
費
２
，
０
０
０
円
で
、
参
加
毎
に
材

料
費
が
別
途
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
は
年
会
費

５
０
０
円
の
み
で
す
。

▼
季
節
の
料
理
教
室

日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日　

午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
旬
の
食
材
を
使
っ
て
料
理
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。

講
師
／
大
谷
洋
子
さ
ん

定
員
／
20
人

材
料
費
／
８
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

▼
男
の
料
理
教
室

日
時
／
毎
月
第
２
土
曜
日　

午
前
10
時
～
午

後
０
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
男
性
が
料
理
作
り
に
挑
戦
し
、
料
理

を
作
る
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
石
田
基
宏
さ
ん

定
員
／
先
着
16
人

材
料
費
／
１
，
０
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

▼
花
と
緑
の
教
室

日
時
／
毎
月
第
２
金
曜
日　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
家
庭
の
緑
化
と
花
作
り
の
基
礎
を
学

び
ま
す
。

講
師
／
柴
田
明
さ
ん

定
員
／
先
着
20
人

材
料
費
／
時
価

持
ち
物
／
軍
手
、
筆
記
用
具
、
汚
れ
て
も
よ

い
服
装

▼
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
教
室

日
時
／
毎
月
第
１
土
曜
日　

午
前
10
時
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
１
年
～
中

学
３
年
生

内
容
／
み
ん
な
で
楽
し
く
コ
ー
ラ
ス
し
ま
す
。

講
師
／
久
御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー

定
員
／
40
人

持
ち
物
／
楽
譜
、
筆
記
用
具

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

４
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

役
場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
教
育
相
談
】

毎
週
金
曜
日
（
予
約
制
）　

ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階

教
育
相
談
室　

ま
ず
、
火
曜
か
ら
金
曜
日
の

午
前
10
時
～
午
後
５
時
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
０
７
７
４
（
４
６
）
５
６
４
０

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

４
月
10
日
㈫
・
24
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま

す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

４
月
12
日
㈭
・
26
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４ 

２
１　

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

４
月
12
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

４
月
19
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

【
司
法
書
士
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

４
月
19
日
㈭　

午
後
１
時
〜

３
時
30
分　

地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
同
協
議
会
へ
。

■材料（４人分）

159

鮭のパン粉焼きタルタルソースかけ

244 キロカロリー／１人分
塩分　0.4 ｇ／１人分

食生活改善推進員協議会「久味の会」

鮭（50 ｇ切り身）････ 2 切れ
塩････････････････････少々
マスタード････････････ 2 ｇ
パン粉･･･････････････20 ｇ
オリーブ油････････ 小さじ 1
じゃが芋････････････180 ｇ
玉ねぎ･･････････････100 ｇ
トマト･･････････････100 ｇ
ブロッコリー････････120 ｇ

＝タルタルソース＝
　マヨネーズ･･････ 小さじ 4
　酢･･････････････ 小さじ 1
　茹で卵（みじん切り）	 １個
　玉ねぎ（みじん切り） 	30 ｇ
　甘酢ラッキョウ（みじん切り）･･･10 ｇ
　こしょう････････････少々
　パセリ（みじん切り） 	少々

作り方 

①　鮭は皮を取って、塩を振り、マス

タードを塗る。

②　パン粉を軽く炒り、冷ましておく。

③　②を①につける。

④　タルタルソースの材料を混ぜる。

⑤　じゃが芋は適当な大きさに切り、

粉吹き芋にする。ブロッコリーは

小房に分け、塩茹でする。

⑥　玉ねぎとトマトはくし形に切る。

⑦　オーブン皿にオーブンシートを敷

いて、③と⑥を並べ、オリーブ油

を振りかけ、250℃で 10 分焼く。

⑧　器に彩りよく盛り、④をかけて出

来上がり。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
と
も
だ
ち
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本

を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

入
園
・
入
学
は
、
子
ど
も
も
親
も
わ
く
わ

く
ド
キ
ド
キ
。
友
だ
ち
た
く
さ
ん
で
き
る
か

な
？

 　
今
月
は
「
と
も
だ
ち
」
を
テ
ー
マ
に
お
す

す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

「
君
に
伝
え
た
い
！
学
校
や
友
達
と
の

ル
ー
ル
」

義
家
弘
介
／
著

　

自
分
を
大
切
に
す
る
・
友
達
を
思
い
や
る
・
困

難
に
負
け
ず
前
に
進
む
・
多
様
な
価
値
観
を
認
め

る
・
そ
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
気
持
ち
を

持
つ
。
子
ど
も
達
か
ら
の
悩
み
や
疑
問
に
ヤ
ン

キ
ー
先
生
が
熱
く
答
え
ま
す
。

「
ご
き
げ
ん
な
ラ
イ
オ
ン　

と
も

だ
ち
さ
が
し
に
」

ロ
ジ
ャ
ー
・
デ
ュ
ボ
ア
ザ
ン
／
絵　

児
童
書

　

い
つ
も
ご
き
げ
ん
な
ラ
イ
オ
ン
く
ん
な
の
に
、

最
近
元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。
仲
良
し
の
フ
ラ
ン

ソ
ワ
く
ん
が
遠
く
の
中
学
校
へ
行
っ
て
会
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　

あ
る
夜
、
ラ
イ
オ
ン
く
ん
は
、
動
物
園
を
抜
け

出
し
て
…
。

新
着
図
書
の
紹
介

☆
と
っ
て
お
き
の
は
い
く

（
村
上
し
い
こ
作
）

　

せ
っ
か
く
の
四
連
休
な
の
に
俳
句
の
宿
題
が―

。

つ
よ
し
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
動
物
園
へ
行
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

☆�

プ
リ
テ
ィ
が
多
す
ぎ
る

（
大
崎
梢
著
）

　

大
手
出
版
社
で
働
く
佳
孝
。
文
芸
部
門
へ
の
異
動

を
希
望
し
て
い
た
が
、
少
女
向
け
雑
誌
編
集
部
へ
配

属
に
な
り
…
。

「
日
本
語
っ
て
面
白
い
！

落
語
が
い
っ
ぱ
い
」
展

４
月
24
日
㈫
～
５
月
12
日
㈯

ひとことコメント
※油で揚げないので、カロ

リーを大幅に減らせます。
　また、市販のタルタルソー

スより、カロリー、塩分と

も減らせます。

４
月
17
日
㈫
か
ら
20
日
㈮
は

特
別
整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

平成 24 年 2 月 15 日から平成 24 年 3 月 14 日までの受付分（敬称略）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  

婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

大
橋
辺	

松
田　

拓
磨	

松
田　

麻
衣

佐　

山	

川
崎　

浩
介	

川
崎
ひ
と
み

　

林	

粕
川　

雄
也	

粕
川
知
佳
子

市　

田	

田
中　
　

良	

田
中　
　

郁

　

〃	

土
井　

雅
貴	

土
井　

知
紗

田　

井	

平
田　

悠
馬	

平
田　

萩
生

　

〃	

森　
　

貴
浩	

森　
　
留
美
子

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

大
橋
辺	

高
嶋
あ
ら
ん	

憲　

・
彩
子

東
一
口	

内
田　

彩い
ろ

葉は	

剛
義
・
奈
緒
子

佐　

山	

森
下　

禮ら
い

星せ
い	

泰
介
・
京
子

佐　

古	

松
村　

柚ゆ
う

奈な	

泰
之
・
和
恵

　

林	

佐
伯　

亜あ

衣い	

広
行
・
美
惠
子

　

〃	

西
野　

朱あ
か

祢ね	

寛　

・
知
聖

　

〃	

廣
野　

羽う

舞ぶ	

哲
也
・
茜

下
津
屋	

奥
野　

愛あ
い

莉り	

信
行
・
千
加
子

　

〃	

ダ
ル
マ
ラ
ト
ゥ
ナ
結ゆ
い

ダ
ヌ
リ

	

　
　
　
　

 

ダ
ヌ
シ
カ
・
恵
梨

　

栄	

太
田　

一い
っ

平ぺ
い	

盛
久
・
千
夏

【開 館 時 間】
火〜金曜日／
午前９時 30 分
　　〜午後７時
土・日・祝日／
午前９時 30 分
　　〜午後５時
【休   館   日】
２日㈪・９日㈪・
16 日㈪〜 20 ㈮・
23 日㈪

寄
せ
植
え
教
室

年
間
講
座
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環境保全のコーナー 

4 月のごみ・し尿収集日 

26
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保健予防のコーナー 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　 075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総  務  課  ☎631-9991/45-3922
　 somu@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　 kikaku@town.kumiyama.lg.jp
　 075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　 koho@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　 kokuho@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　 gakkyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6129

住  民  課  ☎631-9904/45-3905
　 jumin@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　 toshi@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　 choju@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

産  業  課  ☎631-9964/45-3914
　 sangyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　 shafuku@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　 kensetsu@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6149

税  務  課  ☎631-9926/45-3908
　 zeimu@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　 kankyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5558

佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、
市田、鈴間、田井、荒見、下
津屋、下津屋サンハイツ、島
田、東島田、森、坊之池、野村、
村東

松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、栄１・２丁目、
栄３・４丁目、ハイツ西宇治、
清水、林、西武西林、ミサワ林、
大橋辺、北川顔、藤和田、近
協パレス、中島、西一口、東
一口、相島、下津屋団地、東
佐山団地、久御山団地（17 棟
～ 29 棟前のごみ集積所）

久御山団地（３棟～５棟、７棟、
10 棟 ～ 14 棟、34 棟 ～ 41 棟、
43 棟～ 44 棟前のごみ集積所）

松陽台、サンタウン佐山、佐山
サンハイツ、大橋辺、北川顔、
近協パレス、藤和田、中島、西
一口、東一口、相島 

栄１・２丁目、栄３・４丁目、
清水、ハイツ西宇治、林、西武
西林、ミサワ林

田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ、島田、東島
田、森、坊之池、野村、村東 

佐古、新開地、佐山、籾池、双
栗、市田、鈴間

東佐山団地、久御山団地 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田、島田、東島田、東一口（国道１
号以東）、森（国道１号以東）、森村東（国
道１号以東）、野村、野村村東、佐山、新
開地、佐古、清水、林、市田、田井、荒見、
下津屋 

北川顔（府道以東）、坊之池、森（国道１号以西）、
森村東（国道１号以西）、西一口、中島、相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺、北川顔（府道以西） 

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

御牧幼稚園  ☎・　075（631）4531町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　 0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　 shobo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）5382

会  計  課  ☎631-9932/45-3909
　 kaikei@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　 gikai@town.kumiyama.lg.jp 
　 075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　 gesui@town.kumiyama.lg.jp  
　 0774（46）0086

水  道  課  ☎631-9987/45-3919
　 suido@town.kumiyama.lg.jp  
　 0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　 shakyo@town.kumiyama.lg.jp  
　 075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　 0774（41）2283
いきいきホール
☎0774（41）3466　 0774（44）1199
荒　見　苑
☎0774（44）3405　 0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　 075（632）3001

佐山幼稚園  ☎・　0774（43）8644

宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906

図書館
☎0774（45）0003　 0774（46）5690

まちの駅クロスピアくみやま
☎075（632）2300　 075（632）2001

東角幼稚園  ☎・　0774（44）4966

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970
御牧保育所  ☎・　075（631）2475

中央公民館
☎075（631）1000　 075（632）0031

総合体育館
☎0774（44）3700　 0774（44）2203

ゆうホール
☎0774（45）0002　 0774（46）5610

燃やすごみ 

月・木 

火・金 

水・金 

燃やさないごみ 

月

木 

金

火 

水 

リサイクルごみ

使用済みてんぷら油

し 　 尿 

18 日㈬

19 日㈭
3 日㈫

24 日㈫
2 日㈪

23 日㈪

缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

4 日
（第 1 水曜日）

18 日
（第 3 水曜日）

11 日
（第 2 水曜日）

25 日
（第 4 水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し  
中身の見える袋に入れて出し  
てください。 

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※ペットボトルのキャップは、
中身の見える袋に入れて「燃
やすごみの日」に出してくだ
さい。

11 日（第 2 水曜日）

10 か月児健診（3 月12日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 25 日㈬ 午後1時〜1時30分 歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 24 日㈫ 午後1時40分～1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

母 子 保 健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

1 0 か 月 児 健 診 23 日㈪ 午後1時20分～1時50分 医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導平成23年5月生まれ

3 ～ 4 か 月 児 健 診 24 日㈫ 午後1時20分～2時
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

平成23年12月生まれ

2 歳 6 か月児歯科健診 25 日㈬ 午後1時20分～1時40分
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

平成21年9月生まれ

1 歳 8 か月児健診 20 日㈮ 午後1時20分～1時40分
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成22年7月生まれ

3 歳 児 健 診 27 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成20年9月生まれ

乳 幼 児 相 談 18 日㈬ 午前9時30分～10時30分 ことば・しつけ・栄養などの
相談乳　幼　児


